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例 言

1 本書は山梨県南アルプス市有野・築山・飯野新田 (以上旧源

村の一部)、 および飯野 (旧飯野村)地内を中心に所在する

アジア太平洋戦争末期の戦争遺跡「ロタコ (御勅使河原飛行

場跡)」 を構成する遺構群の内、築山・飯野地区の山地斜面

に構築された横穴壕群の遺跡詳細分布調査報告書である。

2 本発掘調査は国、及び山梨県からの補助金を得て実施した。

3 調査は平成 19年度及び平成 20年度に実施した。平成 19年

度は平成 20年 1月 9日 から3月 31日 にかけて行なった。

また、平成 20年度は平成 21年 2月 16日 から3月 2日 にか

けて行なった。

4 分布調査の対象面嶺は、築山・飯野地区の山地斜面のうち約

55haと し、この内 3か所約 9,000∬ については詳細な地形

測量調査を実施した。

5 調査は、南アルプス市教育委員会が主体となって行い、田中

大輔 (南アルプス市教育委員会文化財課文化財担当)が担当

した。

6 本書の編集執筆は田中が行なった。

7 調査及び平成 20年度に実施した整理作業には以下の方々が

従事した。(敬称略 。50音順)

飯室めぐみ・山路宏美

8 測量業務は株式会社テクノプランニングに委託した。

9 本書に掲載した地図は、国土地理院発行 1/25000「 小笠

原」、南アルプス市発行 1/10000「南アルプス市地形図

1」 、1/25000「南アルプス市管内図」、白根町・八田村発行

1/2500「峡西都市計画図」等である。挿図中では適宜縮小

凡 例

今回調査の対象とした、アジア太平洋戦争末期に構築され、

資材の備蓄、地下工場として利用することを目的として、山

地斜面に水平に穿たれ、一部内部で連結されていたような施

設については、一般的に、単に地下壕、また横穴式地下壕、

横穴壕などと呼称されているが、本遺跡では便宜上「横穴壕」

と呼称することとした。

遺構分布図の縮尺は 1/7000。 1/2500と した。地形測量

図の縮尺は 1/400と した。その他の縮尺については各挿

図に示した。

挿図に示した方位は、全て国家座標第Ⅷ系に基づく座標北で

ある。磁北は 6°  10′ 西偏する。

遺構挿図中の「4000」 等の数値は標高を示し、単位はメー

トルである。

調査において確認された横穴壕の痕跡については、便宜上そ

の蓋然性の高低にかかわらず、「○号壕」などと遺構番号を

付与した。

各横穴壕の痕跡に付与した番号については、調査時は基本的

に記録順に付与したが、状況により欠番、枝番号等が発生し

たため、報告書刊行に際し、改めて整理し付与した。

横穴壕跡観察表その他において示した計測値のうち、下端幅

拡大したものがある。

挿図第 4図～第 6図に示した資料については、山梨県秘書課

所有、私学文書課管理のもので、県教育委員会学術文化財課

を通じ掲載を依頼し、関係各位のご好意により掲載を許諾い

ただいたものである。

調査に際しては、以下の諸氏・諸機関にご教示、ご協力を賜

った。特に、地権者の皆様には、調査の趣旨にご賛同いただ

き、快く土地立ち入りの承諾を頂いた。記して謝意を表する

次第である。(敬称略 50音順)

地 権 者

市川良―・飯田周子・高畑敏・福王寺・松本順明

協 力 者

石川安雄・石原 浩 。清水幹男・十菱駿武

高畑賢司・特別養護老人ホーム白根聖明園

山梨県教育委員会学術文化財課

山梨県私学文書課・山梨県秘書課 。米山貞太郎

本書に関わる写真・記録図面類は南アルプス市教育委員会に

おいて保管している。

戦争遺跡ロタコ (御勅使河原飛行場跡)に関わる調査成果に

ついては、過去に南アルプス市教育委員会が、刊行した調査

報告書、パンフレット、その他文献及びレジュメ、回頭発表

等により公開しているが、調査の進展による新たな事実の判

明などにより、本書と皿鯖がある場合本書が正しい。

は確認できた最下端での幅、単に幅とした場合はそれ以外の

任意のラインで計測した値を示す。

また、長さはすべて水平距離で示し、深さはプライマリー

な斜面から垂直に落としたラインの最大値である。

横穴壕跡計測座標一覧表における長さの単位はmである。ま

た、方向角については、各横穴壕の奥から入口側に向かって

の角度を示した。

分布図における破線表記は、現況での明瞭度に基づく。横穴

壕であった蓋然性 (確度)と は異なる。

本書において、便宜上「県施設配置図」、「県平面図」、「県位

置図」としたものは、それぞれ本書第 4図～第 6図 に掲載し

た山梨県所蔵の「飯野、源村地区施設配置図」「元陸軍航空

総軍大澤隊洞坑位置図J、「元陸軍航空総軍大澤隊洞坑平面図」

を示し、「県図面○号壕」としたものは「県平面図J、「県位置図」

に記載された壕番号を示す。

参考史料および参考引用文献については、巻末に一括して掲

載した。

本書において、「朝鮮J「朝鮮人Jと は大韓民国と朝鮮民主主

義人民共和国と両国及び民族を総称し、また朝鮮 (韓)半島

全域を示す用語として使用している。
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第 1章 調査に至る経緯と調△の目的 |||||

第 1節 調査に至る経緯

甲府盆地の西部、現在の山梨県南アルプス市有野、

築山、飯野新田及び飯野地区にまたがる御勅使川扇

状地上約 800haの 範囲に遺構が点在するロタコ (御

勅使河原飛行場跡)。 ロタコは、「第 2立川航空廠」

を示す暗号名とも推察されるように、アジア太平洋

戦争末期、東京の立川にあった陸軍航空廠の機能を

分散秘匿する目的で構築された秘匿飛行場といわれ

る。

ロタコの工事については、南アルプス市内全域を

はじめとして、広く釜無川 (富士川)右岸地域の住

民が 1日 あたり3000人余 り動員された記録 (白根

町 1969)があるほか、所謂朝鮮人労働者や地域の

小学生、また旧制甲府中学の生徒らが広汎に動員さ

れたとされ、南アルプス市域さらには山梨県内にお

けるアジア太平洋戦争末期の「共同の記憶」を象徴

するものとして地域にとって重要な遺跡といえる。

平成 17年度、アジア太平洋戦争終戦 60年 とい

う節目の年を迎え、地域での戦争の言〕隠を伝える証

言が、今後一層採取しがたくなることが懸念される

中、南アルプス市教育委員会は、このような地域に

おけるアジア太平洋戦争の象徴ともいえる、戦争遺

跡「ロタコ」の調査を実施することとした。調査では、

その歴史的位置付けを確認 し、これを記録に留める

ため、従来から行われてきた関係者への聴き取り調

査等に加え、とくに発掘調査等の考古学的手法を用

いてこの遺跡の一端を明らかにすることを試みた。

平成 17年度については、滑走路跡および地域で

3号掩体壕と呼称されてきた掩体壕 1基、平成 18

年度については地域で 2号掩体壕と呼称されてきた

掩体壕 1基の発掘 (確認)調査を実施 した。これら

平成 17・ 18年度の調査については、平成 18年度

に発掘調査報告書を刊行 した。 (南アルプス市教育

委員会 2007「ロタコ (御勅使河原飛行場跡 )」 南

アルプス市埋蔵文化財調査報告書第 13集 )。

この間、これと平行 して平成 15～ 17年度にか

けて実施していた市内遺跡詳細分布調査事業におい

ては、ロタコを構成する遺構群のうち、 1～ 3号掩

体壕、滑走路及び横穴壕群についてその位置 (範囲)

と概要を記載し公刊周知を行い、文化財保護法にお

ける所謂周知の埋蔵文化財包蔵地 として位置付け

た。平成 18年度より新たな遺跡地図の運用が行わ

れている。

「山梨県教育委員会埋蔵文化財事務取扱要項」に

おいては、「近現代に属する遺跡については、地域

にとって特に重要なものを対象 とすることができ

る」とされ、さらに「各市町村において地域の歴史

にとって欠 くことのできない遺跡で、市町村史 (誌 )・

県史等の歴史的資料をもとに発掘調査の対象とする

ことができる」 とする。ロタコについては、上記の

とおり地域住民が広汎に動員された事実やアジア太

平洋戦争末期のわが国がおかれた状況を象徴的に示

すことができる遺跡 として地域における重要性は高

く、市町村史 (誌)においても、ロタコの遺構群が

所在する旧白根町刊行の『白根町誌』のみならず、

平成 15年度に市町村合併により成立した南アルプ

ス市を構成する旧 6か町村すべてと、隣接する韮崎

市の「韮崎市誌」に史料の掲載や記載が見られ、山

梨県史にも史料が掲載されている。

このような中、平成 20年 4月 には、「ロタコに

ついては、分布調査、聴き取り調査、発掘調査など

が継続的に実施されてきており、遺跡としての価値

付けが高められてきている。戦争に対する人々の記

憶が薄れる中、ロタコは、地域住民の過去のある時

期に関する「共同の記憶」を象徴するものという意

味で大変貴重と考えられる。その中で3号掩体壕は、

ロタコを象徴する遺構のひとつであり、発掘調査

の結果良好な遺構の遺存状態が確認されている」と

して、南アルプス市教育委員会は、ロタコを象徴す

る遺構として 3号掩体壕の主要部分を市指定文化財

(史跡)に指定した。

この間もロタコについては、第 1表に示したとお



日  付 事 業 名 対 象 参加著 内 容

平成 15年度

6月 22日 語 り部と歩 くふるさとの文イZ財 市教育委員会公募の一般 白根の戦争遺跡～回タコ跡～を歩くウォーキンクツアー

平成 16年度

6月 13日 語り言ると歩くふるさとの文化財 市教育委員会公募の一般 自根の戦争違跡～ロタコ跡～を歩くウォーキングツアー

平成 17年度

ア月 24日 語 り部 と歩 くふるさとの文化財 市教育委員会公募の一般
白根の戦争遺跡『 ロタコ』跡を、語り音Бと共に訪ねる。発掘

現場見学会を併せて実施

フ月 28日 ロタコ視察 市議度教委員・教育委員 10 白根の戦争遺跡『ロタコ』跡説明

3月 16日 市内教諭 社会科研究会研修 市内教諭 社会科研究会 10 市内臨地研修として回タコを案内

8月 25日 社会教育委員研修 市社会教育委員 20 ロタコを含む市内の歴史・文化財説明

10月 2日 山梨県戦跡ネッ トワーク総会 山梨戦争遺跡ネッ トワーク ロタコ調査の概要説明と現地見学

10月 12日 道徳公開授業「いいのにひこうじようがあつたころ」 白根飯野小学校 2年生 飯野の歴史とロタコの授業

21日 櫛形中学校平和請和 櫛形中学校生徒 戦争遺跡からみた市内の歴史

3月 18日 平成 17年度下半期遺跡調査発表会 一般 山梨県考古学協会ほか主催。国タコの発掘調査について

平成 18年度

4月 8日 昭和町市民団体研‖多会 昭和町民一般 ロタコについて

8月 10日 戦争遺跡をあるく 中巨摩地区教頭会 ロタコ見学

8月 19日 戦争遺跡保存全国シンポジウム 一般 ロタコについて分科会で発表

9月 9日 語り部と歩くふるさとの文化財 市教育委員会公募の一般
白根の戦争遺跡『ロタコ』跡を、語り言ると共に訪ねる。遺跡

見学会を併せて実施

9月 日 山梨県各教育事務所生涯学習担当者研修会 山梨県各教育事務所生涯学習担当著 現地を見学

9月 22日 社会科見学 精進小学校 6年生 6 現地を見学

11月 11日 上八田社会学級 地区住民一般 ロタコの調査について

12月 14日 ロタコについて 自根東」ヽ学校 6年生 戦争遺跡ロタコの学習

2月 8日 むか し飛行場があつた 自根源小学校 3年生 ロタコの学習/現地見学

2月 16日 市内史跡め ぐり 芦安小学校 6年生 ロタコ他、市内史跡め ぐり

平成 19年度

5月 30日 市内の文化跡め ぐり 櫛形 Jレ Jヽ学校 3年生 八田・ 白根・芦安地区の史跡と文化財

8月 3日 夏季教員研修 市内教諭 8 ロタコを含む文化財の見学

8月 19日 戦争遺跡保存全国シンポジウム 一 般 ロタコについて分科会で発表

10月 15日 ロタコについて 白根飯野小学校 6年生 戦争違跡 回タコの学習

11月 30日 ロタコについて 櫛形北小学校 6年生 授業

12月 4日 ロタコについて 櫛形北小学校 6年生 現地見学

2月 13日 飯野地区生涯学習講座 飯野地区生涯学習運営委員会地区住民一般 国タコを含む地域の文化財について

3月 8日 市文化協会郷土研究者Б総会 市文化協会郷土研究部 白根の戦争違跡「ロタコ」

3月 29日 戦争遺跡に関わる研究会 山梨郷土研究会 ロタコの調査と保存について

平成20年度

6月 16日 市議会文教委員視察 文教委員と議会事務局 8 ロタコを含む市内文化財の視察

6月 19日 まち探検 自根飯野」ヽ学校 3年生 地域学習の一部 としてロタコを紹介

3月 1日 市内教職員研修 市内教諭 ,0 現地見学

8月 10日 戦争違跡保存全国シンポジウム 一般 ロタコについて分科会で発表

9月 30日 笛吹市市民講座「山梨の戦多遺跡を訪ねるJ 笛吹市公募の一般 ロタコを含む県内戦争遺跡の見学

10月 9日 飯野地区教育を語る会 飯野小学校父兄 回タコを含む地朝の文化員オを紹介

10月 26日 飯野地区公民館事業 公民館公募の一般 120 ロタコの現地見字

11月 6日 笛吹市市民講座「山梨の戦争遺跡を訪ねる」 笛吹市公募の一般 16 ロタコを含む県内戦争遺跡の見学

11月 26日 ロタコについて 白根百田小学校 6年生 授 業

11月 28日 ロタコ見学希望者 一般 2 現地を案内

12月 13日 山梨戦争遺跡ネットワーク総会 同ネッ ト会長 現地見学及び講演

1月 14日 市内史跡見学 芦安小学校 6年生 6 ロタコを含む市内の史跡見学

1月 26日 ロタコについて 自根源小学校 授業及び現地見学

CATv 「南アルプス市の歴史探訪」シリーズとして、毎月 (平成 19年度からは隔月)1本 10分料隻の番組を作成して市内C Att Vに て放映。

平成 17年 8月 放送分 幻の御勅使河原飛行場～ロタヨ～

平成 18年 9月放送分 幻の御勅使河原飛行場～ロタコ H～

平成 20年 8月放送介 戦争違跡ロタコを歩く

帯広報誌 市広報誌に「ふるさとの誇 り」シリーズとして文化財の紹介・解説を毎月 2ページ分掲魏

平成 19年 8月発行分 南アルプス市にも飛行場があつたロタヨ (御勅使河原飛行場 )

その他刊行物

ロタコ～御勅使河原飛行場跡～普及啓発用パンフレット (2006)南 アルプス市埋蔵文化財ガイ ドブック第 1集

ロタコ (御勅使河原飛行場跡)山梨考古 99号 山梨県考古学協会発行 (2006)

ロタコ (御勅使河原飛行場跡)発掘調査報告書 (200フ)南アルプス市埋蔵文化財調査報告書第 13集

戦争遺跡「回タコJを歩く 遺跡で散歩 vo 5市内の違跡を巡るウォーキングマップ第 5弾 (2008)

第 1表 平成 15年度から平成 20年度に実施 したロタコに関わる主な教育普及事業
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第 1図

り、小学校等教育現場、各種講座、刊行物等により

広報、周知活動に努めてきた。

なお、これまでの調査事業については、文化庁、

山梨県の補助金を活用したほか、教育普及事業の一

部については、文化庁の埋蔵文化財保存活用整備事

業補助金を活用している。

第 2節 調査の目的

このような経緯を踏まえ、平成 19年度・20年

度については、これら一連の調査の一環として、ロ

タコの西辺を占める築山・飯野地区の山地傾斜面に

O ヽ単＼ ハ、ガ1卿 辞慧平モlkm

そ《/1業ツ謙§辞ぐ 芽

調査区の位置

構築された横穴壕群の分布状況 。構築状況の把握を

行うこととした。これまで、ロタコの横穴壕につい

ては、後述のとおり、現在すべてが埋め戻され、ま

たは崩壊し、開口している壕が一基もなく、横穴壕

の痕跡を示す顕著な地形の陥没が数箇所知られてい

るといった程度の状態であった。

調査は、横穴壕群跡の現況を把握し、記録してロ

タコの実相の復元を試みるとともに、周知の埋蔵文

化財包蔵地であるこれら横穴壕跡の今後の保護活用

に資することを目的に実施したものである。



第 1節 回タコとその地理的環境

ロタコは、アジア太平洋戦争末期に計画された陸

軍の秘匿飛行場 とされる。防衛研究図書館蔵『飛行

場記録 (昭和 19年 4月 20日 調製第一航空軍司令

部)』 等に「御勅使河原飛行場」の名称がみえる。

ロタコは本土防衛をにらみ全国に建設が計画された

秘匿飛行場などとともに、構築された飛行場ネット

ワークの一翼を担う施設ということができ、この計

画に沿って、山梨県では従来からあった玉幡飛行場

(甲府飛行場)に加え、御勅使河原、北富士の 2ヶ

所の秘匿飛行場が構築されている。

一方ロタコは、軍の航空兵力及び東京の立川航空

廠の機能を分散秘匿する目的で甲府盆地の西部、御

勅使川扇状地の扇央部を中心に構築が計画されたと

もされる。この当時、山梨県においては、同様の目

的でロタコの北約 10 kmの地点に七里岩地下壕群

(立川飛行機株式会社地下工場)の構築が計画され、

釜無川 (富士川)をはさんだ対岸には玉幡飛行場 (甲

府飛行場)や これに関連する立川飛行機甲府製造所

が立地する。因みに立川飛行場からロタコ滑走路ま

での直線距離は約 90 kmを測る。

建設工事は一部昭和 19年の秋頃 (一説には昭和

18年)か ら始まり、終戦の年である昭和 20年の

3月 から地域住民を総動員して本格化した。建設工

事には、釜無川 (富士川)西岸地域一円から一日あ

たり約 3000人の住民が動員されたのをはじめ、後

述するように所謂朝鮮人労働者や、その他数多くの

人々が建設に関わっていたことが知られる (白根町

1969。 平本木1982)。

ロタコの立地する山梨県南アルプス市は、総面

積は 264.06平方 km、 領域は東西 29,6km、 南

北 H.8kmの 範囲に広がり、山梨県の総面積の約

5.90/0を 占める。市の東端は、釜無川 (富士川)左

岸に占地する市域の飛地部分にあり、西端は、大仙

丈ケ岳 (2975m)で あり長野県に接する。市の北

端は、駒津峰 (2752m)付近で、南端は、釜無川
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に滝沢川、坪川等が合流する地点となる。市の最高

点は北岳山頂の 3193m、 最低点は市の最南端にあ

たり標高約 241mを測る。市域西部は、国内第 2

位の標高 (3193m)を誇る南アルプス連峰 (赤石

山脈)の主峰北岳を擁し、その前衛である巨摩山地

を含め急峻な山岳が卓越する。また、櫛形山を中心

とした巨摩山地と南アルプス連峰との間には、所謂

「糸魚川 ―静岡構造線」が市域を縦断する。

市域東半は、これら急峻な山岳を流下 してきた

河川の営為によって形成された複合扇状地が発達す

る。その中でも、御勅使川の河川作用によって形成

された御勅使川扇状地は、日本有数の扇状地として

知られる。市域の東辺は一部対岸に飛地を有するが、

概ね釜無川に画され、これら巨摩山地由来の複合扇

状地群が到達し得なかった市域南東辺には、釜無川

の氾濫原がひろがっている。

ロタコは、この御勅使川扇状地の扇央部に占地す

る。アジア太平洋戦争当時の行政単位では中巨摩郡

飯野村ならびに源村のうち有野・築山・飯野新田地

区にわたる。御勅使川扇状地は、面積約 4000ha、

東西約 7.5km、 南北約 10kmに及び、市域平坦地

の北半を占める。御勅使川はその流路を変遷し、現

在は扇状地の北辺に沿うように東流している。また、

扇状地の西辺は南アルプスの前衛、巨摩山地に接す

る。



この広大な御勅使川扇状地の砂礫の厚く堆積 した

扇央部は地下水位が極端に低く、砂礫質土壌で排水

がよいため、古来から「月夜でも焼ける」と称され

るほどの平坦且つ広大な早魃地帯を形成してきた。

現在市内には旧石器時代から近代に及ぶ 475ケ所

の埋蔵文化財包蔵地が確認されているが、御勅使川

の流路の変遷による影響と、このような地質により、

ロタコ周辺はロタコの存在を除き遺跡の空白地帯と

なっている。したがって、近代まで平坦且つ建物 /d―

どの障害物が少ない広大な畑地、荒蕪地が残されて

いた。確認されているロタコ施設の北端の標高は約

390m、 南端は約 365m。 この間の勾配は約 1°/。

程である。また、扇状地の西辺に接して今回調査対

象となった地下壕を築 くのに都合がよい山地がせま

っており、御勅使川河岸にはこれに沿って建設資材

の供給や飛行機秘匿なども可能な松林地帯が広がっ

ていて、このような地理的立地が、広大な秘匿飛行

場が占地し得た地理的要因として指摘することがで

きる。

なお、2009年 3月現在、南アルプス市教育委員

会が踏査、聴き取 り、史料等調査により把握してい

るロタコ全体の施設配置については、第 3図に示し

た。

第 2節 ロタコの横穴壕群

ロタコエ事にともなう横穴壕群は、御勅使川扇状

地の西縁、飯野地区西端の福王寺の裏山から築山地

区にかけての全長 2.7km程の山地麓に構築されて

おり、ロタコを構成する施設群の西辺に占地する。

横穴壕群の構築目的は、証言や県に所蔵されている

史料 (南アルプス市教育委員会 2007所収)な どか

ら飛行機用発動機等の工場として、また物資の秘匿

等であったことが推察される。

横穴壕群の建設工事は、第 5図～第 6図に示 し

た「県位置図、平面図」のとお り、航空総軍所属

の「大澤隊」が主導したものと思われる。また、施

工は飛鳥建設などが「ロタコ地号工事」として請負

ったことが明らかになっている (佐藤 2005、 平林

1982)。

写真 1 横穴壕が構築された

御勅使川扇状地西辺の山地

実際の横穴壕の工事は危険を伴 うため、専ら所

謂朝鮮人労働者が従事したとされてきた。現段階で

は、やはり実際の隧道掘削に直接関わる部分につい

ては、専ら朝鮮人労働者が従事していたものと考え

られるが、近年の聴取などから、これに付随する作

業については、例えば資材の丸太の切 り出しには地

元、源地区の「青年学校」の生徒が動員され作業に

関わっていたほか、この横穴壕から排出された土砂

の運搬等には旧制甲府中学校の生徒が動員されたこ

となどが明らかになった。甲府中学の元生徒の証言

によれば、ほかにも「横穴掘削には (直接)従事し

ていないが、 (横穴のある斜面に)半地下式の兵舎

のようなものをつくった」という。なお、甲府中学

校生徒の動員については、有泉貞夫 2006「“終戦 "

間近かの記憶」『山梨県史だより』31号においても

確認されるほか、数多くの証言を得ることができる。

朝鮮人労働者はグループに分かれて作業をしてい

たという。ひとつのグループは、30～ 40・ 50人

で構成され、それぞれに「 ドクロ隊」、「キクスイ隊」

などの名前がつけられていたという。また、「 5グ

ループくらいあったとおもう。皆長靴をはいていた」

との証言がある。

これらの人々は、家族できており、子どもたちは、

近隣の源国民学校、飯野国民学校に通わせていた。

両校の出身者への聴取でも、両校に朝鮮半島出身の

子どもがかなりいたことが確認されている。

横穴壕は、ロタコ構築工事の中では、最も早く着



手された施設といわれ、昭和 19年秋頃から建設が

始まったとされるが、昭和 18年中には着手された

との証言もある (平林 1982)。 隧道は、全て山の

稜線に直行するように設定されていたとの証言があ

り、その数は「県位置図・平面図」によれば 55本

に及ぶ。また、横穴壕地帯を南北に貫くように、山

裾に沿って幅 4mの道路 (誘導路 ?作業用道路)が

構築された。なお、この道路は「県配置図」に見

られるが、終戦後間も/A― く地域住民により畑に戻さ

れ現在は遺存しない。前出の「県平面図」によれば

入口から 10m足らずで掘削が終わっているものが

15本ほどあるが、完成していたと思われる南端付

近からの 10本を見ると、奥行きは入口から70m

程。中ではお互いの隧道が碁盤の目状につながって

おり、所謂「行詰連結式」 (浄法寺 1981)の構造

を持っていたことがわかる。なお、戦後、全ての隧

道は後述するように崩落し、現在開口している隧道

は一カ所もない。

横穴壕の配置と規模については「おおむね 50m

おきに穿たれ、その規模は最大で幅 8～ 10m、 高

さが 3～ 4m」、「横穴は 50mおきに穿たれ、入口

は幅、高さ共に 2mく らいだった」、「幅は 5mほ ど

で中からトロッコの線路がのびていた」などの証言

がある。

工事は、昼夜体みなく交代制で、夜間も行なわれ

ていたという証言があるほか、工事には 1日 lmの

掘削が義務づけられていて、ノルマがこなせない場

合には夜問も工事を行なったとの証言もある。工事

については、隧道にトロッコを通して掘削した。中

からは驚 くほどの湧水があり、隧道内に水路を這わ

せて排出していたとされる。現在も山裾に沿って

隧道掘削時の排土により盛り上げられた土砂の痕跡

(ズ リによる高まり)がいたるところに残されている。

横穴壕群が計画された山裾の地盤は砂礫質で脆

く、よく崩れたといわれる。実際に掘削中「大きな

石が落ちてきて」亡 くなった朝鮮人労働者もあり、

朝鮮半島式の葬儀が行なわれたのを記憶している証

言者がいる。なお、実際隧道地帯の中ほどにある福

王寺の過去帳には、戦争末期から終戦直後にかけて

4名の朝鮮半島出身者の名前が記載される。その内

訳は、男性 2名女性 1名、幼児 1名 という。また、

勤労奉仕に来ていた甲府中学校の生徒が山の斜面が

崩れ腰まで土砂で埋まったとの証言もある。このよ

うな地盤であるため、「発破 (ダイナマイ ト)は必

要がなかった」、「発破の音は聞いたことがない」と

いう証言が多いが、発破作業をおこなったという元

朝鮮人労働者の証言 (平林 1982)があるほか、現

場に工事用のダイナマイ トがおいてあって、瓢めた

ら甘いという噂があったのでこっそりいって瓢めた

との証言もある。また、岩が脆くてダイナマイ トが

効かずに苦労したという証言もあることから、ダイ

ナマイ トの使用は、それが主体的な役割を果たした

か否かは別にしても、あったものと推察される。こ

のほか、竹薮の下は根が張っていて崩れないので掘

りやすいと朝鮮人労働者が話しているのを聞いたと

の証言がある。

隧道は、これを支えるため、「一抱えもあるよう

な太い松の丸太」で鳥居を作り、それを lmご とに

設置し、その間に矢板を左右天丼共に施し崩落を防

いだとされる。終戦後、木材が貴重な時代、ここで

用いられた木材は、空襲で焼けた甲府の住宅需要に

対応するため持ち出されたほか、近世から瓦の産地

であった加賀美 (現在の南アルプス市加賀美)の瓦

窯の燃料として持ち出されたり、戦後もこの地に留

まった朝鮮人労働者が生活のために造った「ドブロ

ク」の製造のための燃料として持ち出されたりした

という。隧道の奥から順序良く解体してくればよか
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写真2 福王寺
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ったが、多くは入口から無秩序に持ち出されたため、

上記のような土質に穿たれた隧道は次々と崩落し、

中に空洞を残して結果全ての睡道が戦後間もなく閉

口した。現在は所々陥没した山肌に、往時の工事の

様子を垣間見ることができるのみとなっている。

なお、山梨県所蔵の「元陸軍航空本部特設作業隊

施設木材配分の件 (南アルプス市教育委員会 2007

所収)」 とこよれば、ロタコの横穴壕に用いられた膨

大な数の木材については、公共施設等の戦災復興

のために用いられる計画であったことがうかがえる

が、上記のよう/d‐地元での聴取結果に鑑みれば、ど

こまで実現したかは不明である。

第 3節 遺跡の現況

現在横穴壕群については、前記のとおり構築され

た地盤が、非常に脆かったことに加え、戦後の木材

需要の高まりに呼応して壕内の支柱が持ち出された

ことが知られ、現在全てが崩落し、開口している壕

は一基もない。現状では、陥没した山肌にその痕跡

を辛うじて確認できるといった状況にある。ロタコ

の横穴壕群について、概ねの位置、規模を記録した

山梨県所蔵の図面 (第 5図～第 6図)が残されるが、

この県図面については、終戦時と図面作成時のタイ

ムラグによるものか、聴き取りの結果と必ずしも一

致しない上、上記のとおり壕全てが崩落している現

在、現地の崩落跡と県図面との照合作業は困難な状

況にある。また、横穴壕地帯にそって山の傾斜面を

削って戦後新設された道路により既に地形が改変さ

れており、その状況把握は一層困難なものとなって

いる。また、横穴壕が構築された範囲の殆どは山林

であり、その大部分において地籍調査が実施されて

おらず、これまで各遺構の正確な位置は記録されて

いない。

第 4節 横穴壕群の地質的環境

横穴壕群は、南アルプスの前衛をなす巨摩山地の

東縁に築かれる。

横穴壕群の穿たれた地質は、主に新第三系の地層

である櫛形山累層中部～上部層の上に堆積した築山

礫層と呼ばれる地質である。基盤となる櫛形山累層

において中部層は、玄武岩質安山岩、頁岩、砂岩、

凝灰角礫岩等、上部層は普通輝石玄武岩、粗粒玄武

岩等を主体とする。

築山礫層は築山では基盤の櫛形山累層上部層に不

整合に重なり、厚さおよそ 70m堆積しているとさ

れる。礫種は櫛形山層群に玄武岩質火砕岩類および

頁岩、砂岩、読岩、チャー トなどからなるが、築山

礫層の各々の礫種を固結している物質はローム交じ

りの砂層で、10cm前後が多く最大 80cmの亜角礫

から/d― る。上部には不整合に浮石層 (パ ミス)、 ロ

ーム層が堆積していることから同時代の高位段丘と

みられる。

このように横穴壕群は非常に脆弱な地盤に穿たれ

ており、現在すべてが崩落し閉口している自然的要

因になっている。このような地盤における工事は、

困難を極めたことが知られ、落盤事故、特に砂礫中

に現れる最大径 80cm程 の亜角礫により死亡事故

も引き起こされたことが知られる。
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写真 3 横穴壕が穿たれた地質



―第 1節 分布調査

アジア太平洋戦争末期に横穴壕群が構築されたと

される南アルプス市築山、飯野地区西部の山地斜面

について、これまでの聴き取り調査などの情報を基

に、延長約 2.9km、 広さ約 55haを調査対象範囲に

設定した。

調査はまず、記録作成前に調査員および雇用した

調査補助員による事前踏査を実施することとし、踏

査の結果を踏まえ確認された各壕の痕跡の記録につ

いては測量業者に委託した。

各横穴壕の痕跡の記録に際しては、携帯型 GPS

レシーバーを用いて横穴壕陥没跡の上端、下端等の

座標を計測 し、位置および主軸方位等を記録 した。

また、陥没の幅等規模についてはメジャー等で計測

し、形状については目視による記録を行い、これら

データを記載した調査カー ドを作成した。

横穴壕群の分布調査は平成 19年度に実施したが、

調査対象範囲の殆どが山林の傾斜地であるため、現

地は秋までは下草が生い茂 り、晩秋以降でなければ、

踏査、測量共に困難な状況であったので、下草が枯

れきる 1月 を待って調査を実施した。事前踏査は平

成 20年 1月 9日 ～ 3月 31日 に断続的に行い、踏

査と平行 した記録作業は平成 20年 3月 11日 ～ 3

月 27日 に実施した。なおこの間、適宜地権者、証

言者にご教示いただき、現地をご案内いただいた。

また、調査に先立ち、当分布調査については、調査

範囲に所在する旧白根町域各自治会の回覧板により

市民に調査の趣旨、方法、期間等を示したチラシを

配布し調査の実施について周知した。

なお、同チラシによって併せて遺跡に関する情報

提供を呼びかけたところ、その後何人かの方々から

本報告書に反映しているような貴重な情報をご提供

いただくことができた。

現地調査終了後は、調査カー ドを基にした生デー

タを既成図にプロット後、現況に鑑み位置、形状な

ど修正して再度、座標を図面から読み取り、軸方位
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の計測点について番号を改めて付与した。また、壕

番号についても、調査時は、基本的に記録順に付与

しており、状況により欠番、枝番号等が発生してい

たが、報告書刊行に際し、改めて整理し付与した。

前記のとおり現在全てが崩壊し、開口している壕

は一基もなく、その殆どが陥没した山肌にその痕跡

を辛うじて確認できるといった状況にある遺跡の現

況に鑑みれば、今回確認された各壕の痕跡について

は、当然自然の陥没、沢など、横穴壕の構築に起因

しないものも拾っている可能性が高い。そのため、

観察表では、確度の項を設け、主観的な表現ながら、

確認されたそれぞれの壕の痕跡について証言の有無

なども加味してその蓋然性について「確実」、「ほぼ

確実」、「不確実」に分類して提示した。

第 2節 測量調査

分布調査によって把握された横穴壕の痕跡のう

ち、その陥没が顕著であり、横穴壕であった蓋然性

が高く、かつ地権者の同意の取れた 3か所、 9基に

ついては、平成 19年度および 20年度に、その規

模や構築状況を把握するため、詳細な地形測量調査

を行い、その形態を記録することとした。

調査は、調査員の指示のもと測量業者に委託 し

た。作成した地形図の等高線の単位は 0.5mを基本

とし、適宜縦横断のエレベーション図を作成するこ

ととした。

現地は殆どが山林に占められ、地籍調査が行われ

ていない部分が大部分であり、調査予定地の地権者

の特定に苦慮したが、調査は上記のとおり晩秋以降

でなければ実施困難状況であり、年度末が迫る中苦

しいスケジュールを迫られた。なお、特に平成 19

年度においては、降雪、および降雪後の残雪の影響

が顕著で、北斜面に位置した対象調査範囲における

作業およびその調査精度の維持に苦慮した。

調査は、基本的に各地権者毎に承諾を得て実施し、

平成 20年 2月 1日 ～ 3月 25日 および平成 21年

2月 16日 ～ 3月 2日 に行った。



第4図 飯野、源村地区施設配置図 (山梨県蔵)
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元陸軍航空総軍大澤隊洞坑平面図 (山梨県蔵)



第 1節 分布調査の所見

今回の詳細分布調査の結果として、対象とした延

長約 2.9km広 さ約 55haの 範囲において、確認さ

れた横穴壕の痕跡 として、101か所 (基)を第 7

図および第 8図～第 12図にプロットした。

しかしながら、前記のとおリロタコの横穴壕群に

ついては、構築された地盤が、非常に脆かったこと

に加え、戦後の木材需要の高まりに呼応して壕内の

支柱が持ち出されたことなどが知られ、現在全てが

崩落し、開口している壕は 1基も/d― く、現状では、

陥没した山肌にその痕跡を幸うじて確認できるとい

った状況にある。

したがって、確認された各壕の痕跡については、

人為的でない地形のアンジュレーション、特に自然

崩壊、沢地形など、横穴壕の構築に起因しないもの

も拾っている可能性は否定できない。また、表面観

察による調査しか行っていない現状では、逆に今回

横穴壕の痕跡として捉えられなかった部分について

も、そこに横穴壕が構築されていた可能性をまった

く否定することも出来ない。

分布図にプロットした lol基について、提示 し

た観察表において、現況や証言の有無などに基づき

記載した横穴壕の痕跡である蓋然性については、不

確実なもの 32基、ほぼ確実としたもの 32基、確

実としたもの 37基 という結果に/8‐ った。

横穴壕の痕跡としての識別、地形の現れ方につい

ては、山裾の法尻から始まる上空からみた平面形が

U字形の陥没 (以下、U字形陥没)、 または山腹に

見られる円形の陥没 (以下、円形陥没)、 証言によ

る指摘を主なメルクマールとした。

このうち、山裾のU字形陥没については、自然の

崩落や沢地形、小規模な地すべり等と見分けがたい

ものが存在 した。さらに、 U字形陥没については、

地域での証言が得られた壕跡であっても、必ずしも

陥没が明瞭ではないものも見受けられた。一方、山

腹にみられる円形陥没については、横穴壕の崩落以
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外に成因を求めがたく、横穴壕群の特徴を示す固有

の、且つ有効なメルクマールとなる可能性が高いも

のと推察された。

今回の調査では、その位置座標の記録が優先され

たため、すべての横穴壕の痕跡に詳細な規模の計測

値が与えられたわけではないが、計測値が記録され

たものでは、確認されたU字形陥没の幅は、最小 2

m、 最大 30m、 平均約 7m、 50パーセンタイル値

は 6mであり、 2～ 10mの範疇にその 900/O以上

が収まった。また、円形陥没については、最小が径

lm、 最大が 12mで、平均径約 6m、 50パーセ

ンタイル値は 6mであり、径 2～ 10mの 間にその

90%以上が収まるものであった。

横穴壕痕の検出形態としては、U字形陥没のみの

もの、円形陥没のみのもの、 7号壕のようにU字形

陥没の上部に円形陥没が 1～ 4か所直線的になら

ぶもの、 16-18、 20-2と 、 22-23、 50-52

の各壕に見られるように、 2～ 3本の並ぶ U字形陥

没をつ /d‐ ぐように円形陥没が並ぶもの、陥没の形状

が直線的ではなく蛇行、分岐するものなどが見られ

た。

なお、57号壕については、42～ 52号壕あたり

のどれかと連結しており、前面の道路が数年に一度

陥没し、補修を要することで地域では良く知られた

ポイントであるという証言が得られたが、壕口から

の距離は約 280m、 壕口との比高は 100mを越え

ている。

写真4 分布調査の様子



U字形の地形の陥没 として確認された壕の痕跡

のいくつかにおいては、内部から水が湧出している

箇所が見られた。聴き取 り調査においても、当時、

「横穴壕の中からは驚 くほどの湧水があり、隧道内

に水路を這わせて排出していた」との証言があるほ

か、今回確認された 71号壕では、20年程前に一度、

大雨の後内部の水圧が高まり水と土砂が噴出してき

て対応を迫られたという。

このほか、今回の分布調査では、調査過程の聴き

取りにより、新たに横穴壕群分布地帯の南端付近で、

半地下式兵合 5棟以上、自動車整備工場 2棟、土地

の造成が行われた工場予定地 1箇所などが構築され

ていたことがわかった。このうち半地下式兵合につ

いては、その造成の痕跡を確認することができた。

そこで分布図には、その聴き取り調査の成果を反映

すべくこれらを兵合 1～ 5、 整備工場 1～ 2、 工場

予定地として、概ねの形状をプロットし、その中心

点の座標を第 9表に示した。

また、証言としては得られなかったが、兵舎 3の

50m程北側にも斜面を平坦に造成した痕跡があり、

ここにも兵舎等構築物が存在した可台静性がある。

これらのうち、半地下式兵合については、山梨県

所蔵の図面においては兵舎 1・ 2が「通信所」、兵

舎 3～ 5については「発動機整備工場」、自動車整

備工場については、その名のとおり「自動車工場」

であったと記載される。

第 2節 測量調査の所見

1.16・ 17・ 18号壕 (第 13図 )

陥没の位置および形状から、県位置図・平面図の

48～ 51号壕のうちの 3本に相当する可能性があ

る。

内部で連結された可能性を示すものか、確認された

円形陥没のうち幾つかは、各々のU字形陥没の主軸

に並ばない。各々のU字形陥没はやや不明瞭だが、

円形陥没は明瞭に観察できる。

確認された規模は、16号壕においては、確認さ

れるU字形の陥没の長さ 16.6m、 下端部の幅は

10.Om、 陥没の深さは最大 1,7m程である。 U字

形陥没の軸上上部に 2箇所東西に並ぶ円形陥没が見

られその規模はそれぞれ長径 8.9m、 短径 8.5m、

深さ 12m、 長径 4.3m、 短径 3,7mを測 り、円形

陥没を含めた全長は 25,Omを測る。

17号壕においては、U字形陥没の長さは 23.8m、

下端部の幅は 110m、 深さ 25mを測る。 U字形

陥没の上部に 17号壕 U字形陥没の主軸からずれて、

円形陥没 2ケ 所が並ぶ。 U字陥没と2ケ所の円形陥

没のなす角は 25° 程で、円形陥没の規模は谷側が

長径 9.5m、 短径 75m、 深さ 1.6m、 山側は長径

9.5m、 短径 9.Om、 深さ 1.8mを測る。円形陥没

上端までの金長は 40.5mである。なお、18号 と

17号壕の主軸はほぼ平行であるが、16号壕 と 17

号壕のそれは交錯する。

この他径 3m程の不明瞭な落ち込みがU字形陥没と

円形陥没の間で確認される。

18号壕においては、明瞭でないU字形陥没が確

認され、その規模は長さ 13.Om、 下端部の幅 7.4m、

深さは 2.5m程である。

2.50・ 51・ 52号壕 (第 14図 )

県図面の 23～ 32号壕に相当するものと推察され

るが、このあたりは、県図面と聴き取 り調査の結果

と現況に饂齢が大きく、県図面に比定することはで

きない。 しかしながら、各々の有するU字形陥没、

円形陥没とも陥没の痕跡が非常に明瞭で、ここに横

穴壕が存在した蓋然性は非常に高いといえる。

ただし下端のU字形陥没の主軸上に上部の円形陥

没が並ばず、またU字形陥没も一部 Y字形に分岐す

るなどイレギュラーで壕形態の推定に苦慮する。な

お、50・ 52号壕については、その下端は道路建設

時の切土造成によって破壊される。

50号壕は下端のU字形陥没とその上部に軸を同

じくして並ぶ 2ケ 所の円形陥没およびその北側に

やや軸を異にして確認された円形陥没 1ケ所を含め

付号した。下端のU字形陥没は下端幅 6.Om、 長さ

5,5m、 深さ 1.5mの陥没に重なって半円状の陥没

が確認され、その規模は幅 4.4m、 深さ 1.3mを測

り、この部分を含めたU字形陥没の長さは 8.lmを
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測る。その上部に連なる円形陥没の規模は、谷側か

らそれぞれ長径 4.5m、 短径 4.lm、 深さ 1.4m、

長径 1.lm、 短径 0.9m、 深さ 1.3mを測る。やや

北に軸を異にする円形陥没の規模は、長径 6.7m、

短径 5,9m、 深さ 1.2mを測 り、本壕下端からこの

円形陥没上端までの長さは 37.5mを測る。

51号壕は山腹に連なる円形陥没 2ケ所をもって

壕番号を付与した。円形陥没の規模は、谷側のもの

が長径 5.4m、 短径 4.4m、 深さ 1.2m、 山側のも

のが長径 8.Om、 短径 6.2m、 深さ 1.6mを測る。

当該 2ケ 所の円形陥没で、 1基の壕を構成する可能

性もあるが、50号壕、52号壕と本壕との有機的な

つながりも可能性として指摘でき、52号壕下端か

ら分岐する陥没の軸上に本壕西側の円形陥没が位置

する。

52号壕は、 Y字形に分岐するU字形陥没 と、そ

の上部に位置する円形陥没 2ケ所、および円形陥没

上部の山肌の崩落をもって壕番号を付与した。下端

がY字形に分岐する理由として、分岐点に取り残さ

れた樹木とその根により周辺の地盤が保持されたも

のとも見受けられた。

現況で確認できるU字形陥没の下端部の幅は 6.5

m、 やや北側に分岐する長さは 20,2m、 西に分岐

する長さは 14.7mを測る。この分岐の上部には 2

ケ所の円形陥没が認められ、谷側のものは長径 1.6

m、 短径 1,lm、 深さ 0.5m、 山側のものが長径

10.lm、 短径 9.7m、 深さ 2.5mを測る。

3。 70071 0721号壕  (Я雪15図 )

陥没の位置および形状から、70。 71・ 72号壕

は、それぞれ県図面の 18・ 17・ 16号壕に比定され、

証言においても元来は内部で各々が連結されていた

ことが確認される。

70・ 71・ 72号壕は戦後進駐軍により埋め戻され

たものといわれ、現在 71・ 72号壕からは湧水が見

られる。特に 71号壕については、20年程前に一度、

大雨の後内部の地下水圧が高まり、旧壕口から地下

水と土砂が噴き出してきて対応を迫られたとの証言

がある。71号壕に主軸と直行する石組みが設けら
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れているのも戦後のこうした事情によるものであろ

う。70号壕については、後年の墓地造成などのた

めか、明瞭な陥没を呈さないが、71・ 72号壕につ

いては共通の前庭部を持つようにも見られる。証言

によれば、各壕日の前面には、爆風除けのため土製

の堤防状の「掩体」が設けられていたという。

確認された規模は、70号壕においては、確認さ

れるU字形陥没の長さは 15.5m、 下端での幅は

107m、 陥没の深さは最大 2.lm程である。

71号壕においては、陥没の痕跡は非常に明瞭で、

両側の壁面においては、一部壁面にオーバーハング

している箇所が確認できる。下端部での幅は 5.5m、

確認されたU字形陥没の長さは 27.5mだが、U字

形陥没の上部を通る幅員 2.5m程の農道上部にも幅

9,3m、 長さ 1.lmの崩落が見られ、横穴壕陥没の

旧地形への影響はここまで及ぶものと看取される。

U字形陥没の深さは、概ね lm程度だが、地形の傾

斜により最大 2.7mを測る。

72号壕における陥没の痕跡は明瞭で、下端部の

U字形陥没の上部に円形陥没が確認できる。 U字

形陥没の下端部の幅は 9,9m、 下端部からの長さは

17.8mを測る。上部の円形陥没については、長径

5.8m、 短径 5.3m、 深さ 1.4mを 測る。また、71

号壕同様、上部を通る農道上部にも幅 7.5m、 長さ

1.2mの崩落が確認される。各々主軸線の間の間隔

は 70号壕～ 71号壕が 18.Om、 71号壕～ 72号

壕が 15.6mである。

写真5 測量調査の様子
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第 9図 横穴壕詳細分布図 (2)



第 10図 横穴壕詳細分布図 (3)



第 11図 横穴壕詳細分布図 (4)



第 12図 横穴壕詳細分布図 (5)
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動
需

所 見 等 陥没形状 計測値 (単位m) 確  度

1 陥没明瞭。沢か ? 湧水あり U字 (下端幅 3/幅 づ～ 6) ほぼ確実

2 陥没浅い。 U字 (下端幅 111) ほぼ確実

3 陥没不明瞭。浅い。 U字 (下端幅づ～ 6) 不 確 実

陥没不明瞭。浅い。 ∪字 (下端幅 :12) 不 確 実

5 陥没明瞭。 U字 (下端幅 B/幅 ⊇2) 確  実

6 円形陥没あり。下部不明瞭。 アと連結するか。 U字 (下端幅 4)円形 (径 つ×2) 確  実

7 円形陥没あり。 6と連結するか。
U字 (下端幅 6)
円形 (径 5× 5/5× 5/10× 6)

確  実

8 陥没明瞭。湧水あり。上部不明確。沢か ? U字 (幅 :3) 不 確 実

9 陥没不明瞭。8と 合流するか。 ∪字 (下端幅づ) 不 確 実

陥没浅い。沢に合流する。 ∪字 (下端幅 :15/幅 :18) 不 確 実

11 陥没不明瞭。上部不明確。 UF,(市冨:14) 不 確 実

12 陥没不明瞭。上部不明確。 U字 (幅 30) 不 確 実

13 陥没不明瞭。上部不明確。 U字 (幅 :18) 不 確 実

14 下部明瞭。上部不明瞭。沢か ? U字 (幅 遇) ほぼ確実

15 陥没明瞭。上部不明瞭。湧水あり。沢か ? U字 (幅 :10) 不 確 実

17に連結するか?円形陥没あり。 円形は陥没明瞭。証言あり。詳
細測量図あり。

U字 (下端幅 :10)

円形 (径 B7× 85/43× 37) 確  実

17
円形陥没あり明瞭。下部陥没浅い。16、 18に連結するか。証言あり。
詳細測量図あり。

字
形

Ｕ
円

下端幅 :11)

径 つ5× 75/95× 9/3× 3) 確  実

陥没浅い。17に違結するか ?証言あり。詳細測量図あり。 ∪字 (下端幅 74) ほぼ確実

陥没浅い。不明瞭。 U字 (下端幅 :7) ほぼ確実

円形陥没あり。21に連結か ?証言あり。
字
形

Ｕ
円

幅 4)
径 :4× 4//8× 6)

確  実

円形陥没あり。20に連結か ?下部改変。証言あり。
字
形

Ｕ
円

計測値なし)

径 4× 2/9× 9/8× 8)
確  実

円形陥没あり。陥没明瞭。23に連結か ?
字
形

Ｕ
円

下端幅 4/幅 づ)

径 遇×8)
確  実

円形陥没あり。22に連結か ?
字
形

Ｕ
円

下端幅 :7/幅 :12)

径 遇×7/6× 6)
確  実

円形陥没。下部はコンクリー トよう壁被覆により改変。 円形 (径 る× 12) ほぼ確実

陥没浅い。下部tよ道路建設時の造成により改変。 ∪字 (中冨:3) ほぼ確実

陥没明瞭。中部、下部は道路建設時の造成により改変。 ∪字 (下端幅 3/幅 7) 確  実

陥没明瞭。下部tよ道路建設時の造成により改変。 ∪字 (市冨:6) ほぼ確実

円形陥没あり。陥没明瞭。
字
形

∪
円

下端幅 4)
径 づ× 5)

確  実

陥没不明瞭。沢に合流する。 ∪字 (下端幅 b/幅 る) 不 確 実

陥没不明瞭。沢に合流する。 ∪字 (下端幅 づ) 不 確 実

陥没明瞭。沢に合流する。沢か ? ∪字 (下端幅 4) ほぼ確実

陥没明瞭。沢に合流する。沢か ? ∪字 (下端幅 4) 不 確 実

陥没明瞭。沢に合流する。沢か ? ∪字 (市冨:5) 不 確 実

34
上部陥没明瞭。中部は道路建設時の造成により改変。沢に合流する。
沢か ?

U字 (下端幅 る/上部下端幅 :16) ほぼ確実

第 2表 横穴壕跡観察表 (1)
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擦跡
番号

所 見 等 陥没形状 詩測値 (単位m) 確  度

円形陥没あり。陥没明瞭。
字
形

Ｕ
円

下端幅 4)
径 :6× 6)

確  実

陥没明瞭。 U字 (幅 お) 確  実

円形陥没あり。陥没明瞭で深い。 づ
径

百
田
ｒ
ヽ

帥
形

字
円

Ｕ

確  実

円形陥没あり。陥没明瞭。 ∪字 (下端幅 7)

円形 (径 :12)
確   実

陥没明瞭。 U字 (幅 :7) 確  実

40 陥没明瞭。東側はコンクリー トよう壁の被覆により改変。
∪字 (幅 づ)

円形 (径 :15× 7)
ほぼ確実

41 陥没浅い。下部はコンクリー トよう壁の被覆により改変。 U字 (下端幅 4) ほぼ確実

42
43ないし41の下部か ?陥没不明瞭。 上部はコンクリー トよう壁
の被覆により改変。 円形 6× 5) 不 確 実

43
42の上部か ?陥没不明瞭。下部はコンクリー トよう壁の被覆により
改変。 U字 (下端幅 B) 不 確 実

44 陥没不明瞭。中部造成により改変。 ∪字 (下端幅 ノ) 不 確 実

陥没不明瞭。中部造成により改変。 円形 6× 3) 不 確 実

陥没不明瞭。中部造成により改変。上部浅く、壕跡であるか不明。 U tt「 (中冨:8) 不 確 実

47 陥没不明瞭。上部はコンクリー トよう壁の被覆により改変。 円形 18× 3) 不 確 実

48 陥没浅い。中部は道路建設時の造成により改変。 U字 (幅 :6) ほば確実

49 円形陥没あり。下部明瞭。中部造成により改変。上部不明瞭。
字
形

Ｕ
円

下端幅 る/幅 3)
径 :6× 6)

ほぼ確実

円形陥没あり。51に連結か ?詳細測量図あり。
字
形

Ｕ
円

市冨:6)

径 45× 41/11× 09/67× 59) 確  実

円形陥没明瞭で深い。下部不明瞭。52に連結か ?詳細測量図あり 円形 (径 づ4× 44/80× 62) 確  実

円形陥没あり。51に違結か ?詳細測量図あり。
U字 (下端幅る5/幅 づ～ 7)

円形 (径 :101× 97/16× 11) 確  実

陥没明瞭。上部Y字形に分岐。 U字 (下端幅 B～ 4/幅 4) 確  実

54 陥没明瞭。沢か ?湧水あり U字 (幅 5) 不 確 実

陥没浅い。上部は道路建設時の造成により改変。 U字 (下端幅 づ) ほぼ確実

陥没浅い。上部は道路建設時の造成により改変。 U字 (幅 :4～ 5) ほぼ確実

数年に一度陥没するとの証言がある道路。下部不明瞭。横穴がこの
下まで伸びているとの証言あり。周辺に2か所陥没あり (573・ 4)

関連するか ?

U字 (幅 4)

円形 (径 ⊇×2/2× 2/2× 2)
ほほ確実

陥没跡。後年の掘削によるか ? 字
形

∪
円

下端幅 4)
径 ⊇×2/1× 1)

不 確 実

斜面中段から構築。証言あり。
字
形

∪
円

下端幅お)

径つ× 1)
確  実

斜面中段から構築。陥没浅い。証言あり ∪字 (下端幅 つ) 確  実

陥没明瞭。沢か?中部は道路建設により改変。下部は沢となる。 U字 (下端幅遇/幅 る～ 8) 不 確 実

円形陥没。下部不明瞭。 円形 (径 22× 22) ほぼ確実

陥没明瞭。下部は道路建設により改変。 U字 (幅 ,7～ 17) 確  実

円形陥没あり。下部不明瞭。63、 65と連結するか ? 円形 (径 づ× 5) 確  実

下部は道路建設により改変。 U字 (幅 :10) ほぼ確実

陥没不明瞭。 U字 (下端幅 6) 不 確 実

陥没明瞭。下部は不明瞭。林道か ? U字 (幅 :4) ほぼ確実

第 3表 横穴壕跡観察表 (2)
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壕
需

所 見 等 陥没形状 計測値 (単位m) 確  度

陥没明瞭。林道か ? U字 (幅 :3～ 4) ほぼ確実

陥没明瞭。68の上部と連結 ?林道か ? U:昇 (中冨:5) ほば確実

上部tよ墓地造成により改変。証言あり。詳細測量図あり。 ∪字 (下端幅 :107) ほぼ確実

陥没明瞭。湧水あり。証言あり。詳細測量図あり U字 (下端幅 づ5) 確  実

円形陥没あり。湧水あり。証言あり。詳細測量図あり。
字
形

Ｕ
円

下端幅つ9)

径 も8× 53)
確   実

陥没浅い。「ニダンボリ」の上の段か ? ∪字 (下端幅 :13) 不 確 実

ア4 陥没明瞭。沢か ?湧水あり。「ニダンボリ」の上の段か ?幅 lm程の
水路 (沢 ?)状の窪み 3条あり。

∪字 (底面幅⊇3) 不 確 実

やや不明瞭。証言あり。「ニダンボリ」の上の段。 U字 (下端幅 :7) ほぼ確実

円形陥没あり。証言あり。「ニダンボリ」の上の段。
字
形

∪
円

下端幅 :10)

径 つ× 9)
確  実

やや蛇行。証言あり。「ニダンボリ」の上の段。 U字 (幅 づ～ 6) ほば確実

円形陥没あり
字
形

∪
円

幅 4)
径 :4× 4)

確  実

やや蛇行。陥没明瞭。沢か ? ∪字 (幅 3) ほぼ確実

やや蛇行。陥没明瞭。沢か ? U字 (幅 B～ 4) ほぼ確実

やや蛇行。陥没明瞭。沢か ? ∪字 (幅 4) ほぼ確実

やや蛇行。陥没明瞭。沢か ? U字 (幅 :4) ほぼ確実

陥没明瞭。沢か ? U字 (下端幅る/幅 づ) ほぼ確実

84 やや蛇行。沢か ? U字 (下端幅づ/幅 づ～ 6) 不 確 実

やや蛇行。沢か ? U字 (下端幅 4)∪字 (幅 る) 不 確 実

やや蛇行。沢か ?87と同一の下端から分岐。 ∪字 (下端幅 B/幅 3) 不 確 実

やや蛇行。沢か ?86と同一の下端から分岐。 U字 (下端幅 B/幅 3～ 4) 不 確 実

やや蛇行。沢か ? ∪字 (下端幅 :12/幅 つ) 不 確 実

円形陥没あり。
字
形

Ｕ
円

下端幅 :11)

径 :8× 8//4× 4//3× 3)
確  実

円形陥没あり。
字
形

∪
円

下端幅 4/幅 4)
径 :8× 6/4× 4)

確  実

円形陥没あり。下部不明瞭① U字 (幅 4) 確  実

円形陥没あり。分岐あり。
字
形

Ｕ
円

下端幅 7)
径 つ×9/6× 6)

確  実

円形陥没あり。証言あり。
字
形

Ｕ
円

下端幅 4～ 5/幅 づ)

径 6× 6/6× 5)
確  実

円形陥没あり。証言あり。
字
形

∪
円

“

冨i3)

径 :4× 4/3× 3/3× 3/2× 2)
確  実

陥没明瞭。円形陥没あり。 Y字状に分岐する。
字
形

∪
円

下端幅 4/幅 B/2～ 3)

径 ⊇× 2)
確  実

下部明瞭。分岐あり。中部不明瞭。上部明瞭。97と 運結するか?Y
字状に分岐。97や 98につながるか。

U字 (幅 B～ 4) 確  実

96に連結 ?上部明瞭。98と分岐。 U字 (下端幅 :16/幅 る～ 7) 確  実

97に連結 ?上部浅い。97と分岐。 ∪字 (下端幅 :16/幅 4) ほば確実

下部不明瞭。 ∪字 (幅 :3) 不 確 実

陥没跡。後年の掘削か ? 円形 (幅 B× 3) 不 確 実

陥没浅い。 ∪字 (下端幅 4/幅 2) ほぼ確実

第 4表 横穴壕跡観察表 (3)
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壕跡

番号

ポ ーイ ン ト の 1位 置 軸  方  位

点 ―名 X座標 Y座標 緯 ,度 経  1度 豊発艦 EIJ着点名 水平睡離 方 向 角

1 -3842734 -693657 35°  39′  1300″ 138°  25′  2421″ 1-002 47260 4°  25′   59″

1-002 -3838022 -693291 39′   1453〃 25′  2436″ 1-002 1-003 11651 34°  21′   15″

1-003 -3837060 -692634 35°  39′  1484〃 25′  2462〃

2 2-001 -3839946 -691721 35°  39′   1390″ 38°  25′  2498″ 2-001 2-002 22870 47″

2-002 -3837779 -690990 39′   1461〃 138°  25′  2527′
′

3 3-001 -3840539 -688854 39′   1371〃 25′  2612〃 3-001 3-002 19952 13 51″

3-002 -3838596 -688400 35°  39′ 434〃 38°  25′  2630〃

4 4-001 -3841808 -687883 35°  39′ 25′  2651〃 4-001 4-002 32695 10°  46′   14″

4-002 -3838596 -687272 35°  39′ 434″ 138°  25′  2675〃

5 5-001 -3841196 -685643 35°  39′ 25′  2740″ 5-001 5-002 30921 45〃

5-002 ‐3838114 -685892 35°  39′ 450″ 25′  2730″

6-001 -3840565 -684173 39′   1371″ 25′  2798″ 6-001 6-002 25544 358°  27′   56〃

6-002 -3838011 -684241 39′   1453〃 25′  2796〃

7 7-001 -3841401 -683467 39′  1343〃 138°  25′  2827〃 7-001 7-002 37476 26°  07′   36″

7-002 -3838036 -681817 35°  39′  1453〃 138°  25′  2892″

8-001 -3848870 -675682 39′  1101′
′

25′  3136〃 8-001 8-002 109820 10°  44′   14〃

8-002 -3838080 -673636 39′   1451″ 25′  3217″

-3841049 -673588 39′   1355″ 25′  3219″ 9-001 9-002 29045 20°  05′  02′
′

9-002 -3838321 -672591 39′  1444′
′

25′  3259′
′

10-001 -3843364 -671308 39′  1280″ 25′  3310″ 10-001 10-002 23405 31°  44′  50〃

10-002 -3841374 -670077 39′  1345″ 138° 3359〃

11 11-001 -3842728 -667210 39′  1301〃 138°  25′  3473″ 11-001 11-002 47045 9°

11-002 -3838084 -666460 39′   1451〃 25′  3503″

12-001 -3845835 -664016 35°  39′  1200〃 25′  3600〃 12-001 12-002 63150 28°  35′   39″

12-002 -3840290 -660993 35°  39′  1380″ 25′  3720〃

13-001 -3845848 -660643 35°  39′  1200″ 25′  3734″ 13-001 13-002 54621 22°  36′  51〃

3-002 -3840806 ‐658542 35°  39′   1363″ 25′  3817″

4-001 -3843375 ‐656971 35°  39′  1280″ 138°  25′  3880″ 14-001 14-002 23803 25°  02′   46〃

4-002 -3841219 -655964 35°  39′  1350″ 25′  3920″

15-001 -3847907 -656354 35°  39′  1133〃 138°  25′  3905″ 15-001 15-002 55727 14°  54′  26〃

5-002 -3842522 -654920 35°  39′  1308〃 138°  25′  3962〃 15-002 15-003 13906 4°  58′   16〃

5-003 -3841137 -654800 35°  39′   1353″ 138°  25′  3966〃 16-002 16-004 19552 01″

5-004 -3841474 -653270 35°  39′  1342〃 25′  4027″

16-001 -3844792 -653622 35°  39′  1234〃 25′  4013″ 16-001 16-002 8412 34°

6-002 -3844099 -653145 39′   1257″ 138°  25′  4032〃 16-002 16-003 21140 347°

-3842037 -653606 39′  1324″ 25′  4014″

17-001 -3845962 -651728 35°  39′  1196〃 138°  25′  4089〃 17-001 17-002 14786 14° 17〃

17-002 -3844531 -651359 35°  39′ 243″ 25′  4103″ 17-003 17-004 24480

17-003 -3844038 -651805 35°  39′ 38°  25′  4085〃

17-004 -3842098 -650312 35°  39′ 322〃 25′  4145″

18-001 -3843530 -650266 35°  39′ 275〃 38°  25′  4147〃 18-001 18-002 16342 47°  17′  29″

18-002 -3842421 -649065 38°  25′  4194″

19-001 -3843845 -648823 35°  39′ 38°  25′  4204″ 19-001 19-002 15092 37°  44′  46〃

19-002 -3842652 -647900 35°  39′ 304〃 25′  4241″

20-001 -3848023 -642930 35°  39′ 38°  25′  4438〃 20-001 20-002 17033

20-002 -3846918 -644226 39′   1165″ 25′  4387″ 20-002 20-003 29745 16°  06′   03″

20-003 -3844060 -643401 35°  39′ 38°  25′  4420〃

21-001 -3849466 -642429 35°  39′ 38°  25′  4458〃 21-001 21-002 42140 30°  41′  20〃

21-002 -3845843 -640278 35°  39′ 138°  25′  4544〃

第 5表 横穴壕跡計測座標一覧表 (1)
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番

号

一壕

番

ポ イ ン ト の 位 置 軸  方  位

点1名 X座標 Y座標 緯 度 経 度 出発点名 臼I讐占 宝 水平距離 方,向 ■角|

22-001 -3854053 -629233 35°  39′  0934〃 138°  25′  4983〃 22-001 22-002 15479

22-002 -3852948 -630317 35°  39′  0970〃 138°  25′  4940〃 22-002 22-003 18403 33°  10′   56〃

22-003 -3851407 -629310 35°  39′  1020″ 138°  25′  4980〃

23-001 -3854155 -629175 39′  0931″ 138°  25′  4985″ 23-001 23-002 14412 149° 49〃

23-002 -3855394 -623439 39′  0891″ 25′   5015″ 23-002 23-003 23963 02′

23-003 -3853953 -626524 35°  39′  0937〃 138° 25′   5091〃

24 24-001 -3857975 -624343 39′   0807〃 25′   5178〃 24-001 24-002 10933

24-002 -3857365 -623436 39′  0827〃 25′  5214〃

25-001 -3863724 ‐623154 35°  39′  0620〃 138°  25′  5225〃 25-001 25-002 7000 97° 40″

25-002 -3863815 -622460 39′  0618〃 25′   5253″

26-001 -3865360 -622907 35°  39′  0567″ 25′   5235″ 26-001 26-002 29423 104°

26-002 -3866082 -620054 35°  39′  OS 44″ 25′  5348″

27-001 -3867745 -623536 35°  39′  0490″ 25′  5210″ 27-001 27-002 14202 104°

27-002 -3868103 -622162 35°  39′  0478〃 138°  25′   5265〃

28-001 -3869285 -624292 35°  39′  0440〃 25′  5180〃 28-001 28-002 20813 108°  04′  03〃

28-002 -3869930 -622313 39′  0419″ 25′  5259″

29-001 -3870825 -626054 35°  39′  0390″ 138°  25′   51 10〃 29-001 29-002 25809 117° 41″

29-002 -3872020 -623766 39′   0351″ 138°  25′   5201″

30-001 -3871749 -626306 35°  39′  0360〃 25′  5100〃 30-001 30-002 25923 138°  06′   59″

30-002 -3873679 -624575 35°  39′  0297′
′

25′   5169〃

31-001 -3872889 -629966 35°  39′  0323μ 25′  4955″ 31-001 31-002 31 157 123°

31-002 -3874628 -627381 35°  39′  0267″ 25′  5057〃

32-001 -3874519 -630584 35°  39′  0270″ 25′  4930″ 32-001 32-002 35139 125°

32-002 -3876541 -627710 39′  0204〃 25′  5044″

33-001 -3875133 -634860 35°  39′  0250カ 25′  4760″ 33-001 33-002 15928 163°  34′  56″

33-002 -3876661 -634410 35°  39′  0200〃 25′  4778″

34-001 -3884683 -639143 38′  5940〃 25′  4590″ 34-001 34-002 83703 19°  08′  52〃

34-002 -3876776 -636398 39′  0197〃 25′  4699″

35-001 -3881616 -617509 35°  39′  0040〃 38°  25′   5450′
′

35-001 35-002 25161 348°  30′  28〃

35-002 -3879151 -618010 35°  39′  0120カ 38°  25′   5430′
′

36-001 -3880322 -616789 35°  39′  0082″ 138°  25′   5479〃 36-001 36-002 20897 359°  48′  59〃

36-002 -3878232 -616796 39′   0105″ 38°  25′   5478〃

37-001 -3881338 -615696 35°  39′  0049″ 38°  25′   5522μ 37-001 37-002 40182

37-002 -3877320 -615683 39′  0179″ 25′  5522″

38-001 -3880386 -613987 35°  39′  0008〃 25′  5590〃 38-001 38-002 34899 1°  40′  18〃

38-002 -3876898 -613885 39′  0193″ 38°  25′  5594〃

39-001 -3879771 -612729 39′  0100″ 25′  5640″ 39-001 39-002 27212 8°  16′   04〃

39-002 -3877078 -612337 35°  39′  0187〃 138°  25′   5655″

40 40-001 -3879771 -611723 39′  0100〃 138°  25′  5680〃 40-001 40-002 24469

40-002 -3877390 -611162 39′   0177〃 25′   5702〃

41 41-001 -3885322 -605941 35°  38′  5920〃 25′   5910〃 41-001 41-002 25431 51°  23′   08〃

41-002 -3883735 -603954 38′  5972〃 138°  25′   5989″

42 42-001 -3882457 -600090 39′  0013″ 138°  26′  0143″

43 43-001 -3887790 -602170 35°  38′  5840〃 138°  26′  0060〃 43-001 43-002 30159 24°  54′  29″

43-002 -3885055 -600900 35°  38′  5929″ 26′  01 10〃

44 44-001 -3889332 -601668 38′  5790″ 138°  26′  0080〃 44-001 44-002 36874 01′

44-002 -3885990 -600108 38′  5898″ 138°  26′   0142カ 44-002 94-003 32882 27°  22′  40″

44-003 -3883070 -598596 38′  5993″ 26′  0202〃

45 45-001 -3884640 -597543 35°  38′  5942″ 138°  26′  0244〃

第 6表 横穴壕跡計測座標一覧表 (2)
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跡

号

壕

番

ポ イ ン ド の 位 置 軸  方  位

点,名 X座 1標 Y座 標 緯   度 経   度 当発点名 Ell着点宅 水平距離 方 向 角

46-001 -3892413 -601921 35°  38′  5690″ 138° 26′  0070″ 46-001 46-002 27328

46-002 -3890S65 -599908 38′  5750〃 26′  0150〃 46-002 46-003 32079 23°  34′  52〃

46-003 -3887625 -598625 38′  5845〃 138° 26′  0201″ 46-003 46-004 27073 38°  00′  43″

46-004 -3885492 -596957 38′   5915″ 26′  0267″

47 47-001 -3886008 -596489 35°  38′  5898〃 26′  0286″

48 48-001 -3888002 -595287 35°  38′  5833″ 138°  26′   0334〃 48-001 48-002 13080 30°  02′   12

48-002 -3886870 -594633 38′   5870〃 26′  0360〃

49-001 -3893970 -598424 35°  38′  5640〃 26′  0209″ 49-001 49-002 10007 51°

49-002 -3893341 -597646 35°  38′  5660″ 26′  0240〃 49-003 49-004 29294 26°  44′  43〃

49-003 -3891186 -594375 35°  38′  5730″ 138°  26′   0370″

49-004 -3888570 -593056 38′  5815″ 138°  26′  0422″

50-001 -3893597 -592416 38′  5652〃 138°  26′   0448カ 50-001 50-002 30730

50-002 -3891716 -589986 38′  5713〃 138°  26′   0544〃

51-001 -3894627 -593329 35°  38′  5618〃 138°  26′  0412〃 51-001 51-002 18370 70°  26′  26〃

51-002 -3894012 -591598 38′  5638〃 138°  26′   0408″

52-001 -3896469 -591552 38′   5559〃 138°  26′   0482〃 52-001 52-002 46399 07′

52-002 -3895045 -587136 35°  38′  5605″ 38°  26′   0658′
′

53-001 -3897998 -592527 35°  38′  5509″ 38°  26′   0444″ 53-001 53-003 65709 ア8°  56′  42〃

53-002 -3896432 -589874 35°  38′  5560″ 38°  26′   0549〃 53-002 53-003 52913 93°  22′  34〃

53-003 -3896738 -586078 35°  38′  5550〃 138°  26′   0700〃

54-001 -3905357 -600673 35°  38′  5270〃 38°  26′   0120〃 54-001 54-002 70908 66° 02′ 48′
′

54-002 -3902478 -594192 35°  38′  5364″ 38°  26′   0378″ 54-002 54-003 27104 54〃

54-003 -3901521 -591657 35°  38′  5395〃 38°  26′  0478″ 54-003 54-004 57719 70°  35′  52〃

54-004 -3899604 -586213 35°  38′  5457〃 26′  0695″

55-001 -3904399 -584704 38′   5301′
′

26′  0755″ 55-001 55-002 23261 37°  35′  09″

55-002 -3902556 -583285 35°  38′  5361′
′

56-001 -3905239 -583914 38′  5274〃 138°  26′   0786〃 56-001 56-002 11495 48°  32′  15

56-002 -3904478 -583052 35°  38′  5299″ 26′   0820〃

57-001 -3903804 -618279 35°  38′  5320″ 138°  25′  5424″ 57-001 57-002 14636 3°  45′  39〃

57-002 -3902344 -618183 35°  38′  5367〃 138°  25′  5420″

57-003 -3891454 -615252 35°  38′  5721′
′

25′  5540″

57-004 -3897657 -620009 38′  5519〃 25′   5351″

58-001 -3892710 -622729 5680〃 25′  5243〃 58-001 58-002 11530 344°  41′  32〃

58-002 -3891598 -623034 35°  38′  5716″ 138°  25′   5231〃

59-001 -3923314 -578891 35°  38′  4688〃 26′  0986″ 59-001 59-002 9253 66°  02′  40〃

59-002 -3922938 -578046 38′  4700〃 26′  1020〃

60-001 -3926218 -578304 38′  4594″ 26′  1010〃 60-001 60-002 18858

60-002 -3925096 -576789 38′  4630″ 26′  1070〃

61-001 -3946663 -583847 35°  38′  3930〃 26′   0790″ 61-001 61-002 61004 72°  15′  43〃

61-002 -3944805 -578036 35°  38′  3990〃 138°

62-001 -3932376 -566181 38′  4394〃 26′  1492〃 62-001 62-002 32756 43′

62-002 -3931029 -563195 35°  38′  4438〃

63-001 -3934508 -564375
38′  4325″ 38°  26′   1564″ 63-001 63-002 31872 70°  53′  39〃

63-002 -3933465 -561364
38′  4359″ 26′   1683″

64 64-001 -3935275 -562458 35°  38′  4300〃 26′  1640″

65-001 -3936263 -562385 35°  38′  4268〃 138°  26′   1643″ 65-001 65-002 18168 55°  58′   33″

65-002 -3935246 -560879 35°  38′  4301″ 26′   1703″

66-001 -3937032 -560607 38′  4243″ 26′  1714′
′

66-001 66-002 13503 47°

66-002 -3936121 -559610 38′  4273″ 26′   1753″

第 7表 横穴壕跡計測座標一覧表 (3)
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壊跡

番号

ポ イ ン ト のィ位 置 軸 |サI・ 位

点―名 X座 標 YI座 標 緯 度 経 度 歯発点名 到着点宅 水平距離 方 1向 角

67-001 -3939280 -563215 35°  38′  4170″ 138°  26′   1610〃 67-001 67-002 78°  29′  42″

67-002 -3938666 -560196 38′  4190〃 138°  26′   1730〃

68-001 -3941190 -558010 38′  4108″ 26′   1817″ 68-001 68-002 17725 27°  07′  49カ

68-002 -3939612 -557202 38′  4159″ 138°  26′   1849″

69-001 -3939745 -560071 35°  38′  4155″ 26′   1735〃 69-001 69-002 9945 46″

69-002 -3940515 -560700 35°  38′  4130″ 26′  1710〃 69-002 69-003 13665 132°  36′  56〃

69-003 -3941440 -559695 38′  4100〃 26′   1750″ 69-003 69-004 15093

69-004 -3941441 -558185 38′  4100〃 138°  26′   1810〃 69-004 69-005 11934 140°  48′  42″

69-005 -3942366 -557431 35°  38′  4070″ 138°  26′  1840″

70-001 -3957378 -555160 35°  38′  3583″ 26′   1931″ ア0-001 70-002 15840 43〃

70-002 -3957266 -553580 38′  3587″ 26′   1993″

71-001 -3960528 -556880 35°  38′  3481〃 26′   1862″ 71-001 71-002 38322

71-002 -3958799 -553468 38′   3537〃 138°  26′   1998″

72-001 -3961194 -554853 35°  38′  3459〃 138°  26′  1943〃 72-001 72-002 21350 62°  13′  22〃

72-002 -3960199 -552964 35°  38′  3491″ 26′   2018″

73-001 -3969101 -551653 35°  38′   3203〃 26′   2070″ 73-001 73-002 14880 76°  35′  22〃

73-002 -3968756 -550205 35°  38′  3214′
′

138°  26′  2128″

74-001 -3974828 -553146 38′   3017″ 74-001 74-002 53898 85°  03′  56′
′

74-002 -3974364 -547776 35°  38′   3032″ 138°  26′  2225″

75-001 -3978217 -548239 35°  38′   2907〃 138°  26′  2206″ 75-001 75-002 11686 70°  22′  50〃

75-002 -3977824 -547138 35°  38′   2920″ 138°  26′  2250〃

76-001 -3981203 -551824 35°  38′  2810々 138°  26′  2064〃 76-001 76-002 48430

-3979969 -547141 35°  38′   2850〃 138°  26′  2250〃

77 77-001 -3982954 -549535 38′   2753〃 26′  2155″ 77-001 77-002 20869 73°  50′  06〃

77-002 -3982373 -547530 35°  38′  2772〃 26′  2235″ 77-002 77-003 18211 49°  59′  31〃

77-003 -3981202 -546135 35°  38′  2810″ 26′   2290〃

78-001 -3978541 -546274 35°  38′  2896″ 138°  26′  2284″ 78-001 78-002 12340

78-002 -3977986 -545172 35°  38′  2914〃 26′   2328″

79-001 -3979704 -546632 35°  38′  2859〃 138°  26′  2270″ ア9-001 79-002 10164

79-002 -3979240 -545727 35°  38′  2874′
′

138°  26′  2306〃 79-002 11181 43° 54〃

79-003 -3978434 -544952 38′   2900″ 26′   2337〃

80-001 -3980730 -546115 38′  2825〃 26′   2291〃 80-001 80-002 24385 69°  45′  28″

80-002 -3979886 -543827 38′   2853″ 38°  26′  2382″

81-001 -3981193 -545811 35°  38′   2810〃 38°  26′  2303〃 81-001 81-002 14671 78°  16′  08″

81-002 -3980895 -544374 35°  38′  2820〃 26′   2360″ 81-002 81-003 64°  51′  26〃

81-003 -3980517 -543568 38′  2832″ 26′   2392″

82-001 -3981665 -545632 38′  2795〃 26′   2310″ 82-001 82-002 23186 11

82-002 -3981072 -543391 35°  38′  2814″ 38°  26′  2399″

83-001 -3981820 -544501 35°  38′  2790〃 26′  2355″ 83-001 83-002 13836 90°  02′  14μ

83-002 -3981820 -5431 17 38′   2790〃 26′  2410〃

84 84-001 -3984386 -546755 38′   2707″ 38°  26′  2265〃 84-001 84-002 25912 66°  40′  52〃

84-002 -3983360 -544376 35°  38′  2740″ 26′  2360〃 84-002 84-003 13591 50°  29′  58〃

84-003 -3982496 -543327 35°  38′  2768″ 26′  2402″

85-001 -3983977 -543873 35°  38′   2720〃 138°  26′  2380〃 85-001 85-002 17877 80°  06′  30″

85-002 -3983670 -5421 12 35°  38′  2730〃 38°  26′  2450″

86-001 -3984899 -546233 35°  38′  2690″ 38°  26′  2286〃 86-001 33980 89°  31′  52″

86-002 -3984871 -542835 35°  38′  2691〃 38°  26′  2421〃

87-001 -3985523 -546303 35°  38′  2670″ 138°  26′  2283″ 87-001 87-002 46055

87-002 -3985426 -541698 38′   2673〃 138°  26′  2466″

第 8表 横穴壕跡計測座標一覧表 (4)
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壊跡

番号

ポ イ ン ト の 位 置 軸  方  位

点 名 X座標 V座 標 緯 度 経 度 出発点宅 到着点名 水平距離 方 向 角

88-001 -3986441 -546642 35°  38′  2640′
′

26′   2270〃 38-001 88-002 52918

-3986752 -541359 38′  2630″ 138°  26′  2480″

89-001 -3988879 -545122 38′  2561′
′

26′   2330″ 89-001 89-002 29150 109°  06′  05″

89-002 -3989833 -542367 38′  2530〃 26′  2440〃 89-002 21959 91° 14′ 13〃

89-003 -3989881 -540172 38′   2529〃 26′   2527″

90-001 -3990779 -545726 38′  2499″ 26′  2307〃 90-001 90-002 116°

90-002 -3991681 -543878 35°  38′  2470″ 26′  2380″ 90-002 90-003 31411 101°  56′  20〃

90-003 -3992331 -540804 38′  2449″ 26′   2502〃

91-001 -3990755 -546393 38′   2500〃 138°  26′  2280″ 91-001 91-002 42021 24〃

91-002 -3992607 -542620 35°  38′  2440カ 138°  26′  2430〃 91-002 91-003 15450

91-003 -3993128 -541166 35°  38′  2423カ 138°  26′  2488〃

92-001 -3992365 -544834 38′   2448′
′

26′  2342〃 92-001 92-002 36560 14′

92-002 -3993981 -541554 38′  2395″ 138°  26′  2472〃

92-003 -3992992 -545071 38′  2427〃 138°  26′  2333〃

93-001 -3998078 -546722 38′  2262カ 26′  2267〃 93-001 93-002 53100 99°  27′  07″

93-002 -3998950 -541484 38′  2234″ 138°  26′  2475〃

94 94-001 -3998459 -547907 38′  2250″ 138°  26′  2220〃 94-001 94-002 43014 101° 51′
′

94-002 -3999285 -543686 38′  2223″ 26′  2388〃 94-002 94-003 21130 15〃

94-003 -3999657 -541606 26′  2471〃

95-001 -4000614 -550424 38′  2180〃 26′  2120〃 95-001 95-002 40369 94°  24′  46〃

95-002 -4000925 -546399 35°  38′  2170″ 138°  26′  2280〃 95-002 95-003 30330 95°  19′  45〃

95-003 -4001207 -543379 38′  2161″ 138°  26′  2400〃 95-003 95-004 17171 94°  39′  36″

95-004 -4001346 -541668 35°  38′  2156″ 26′  2468″

-4002717 -641905 38′  2112〃 26′  2459〃

96-001 -4004564 -549270 35°  38′  2052〃 26′   2166〃 96-001 96-002 44196 118° 41″

96-002 -4006683 -545392 38′  1983″ 26′   2320″ 96-002 61°  11′  58″

96-003 -4004777 541925 38′  2045〃 26′  2458″

97-001 -4005545 -550930 35°  38′  2020〃 26′  2100〃 97-001 97-002 52017 113°

97-002 -4007616 -546158 38′  1953″ 26′   2290〃

98-001 -4007086 -550931 38′  1970〃 26′  2100″ 98-001 98-002 25662

98-002 -4007185 -548367 38′  1967〃 26′  2202′
′

99-001 -4008254 -551004 38′  1932〃 26′  2097〃 99-001 99-002 51768 98°  52′  39〃

99-002 -4009053 -545890 38′  1906〃 26′  2300″

100-001 -4009554 -546656 38′  1890〃 26′  2270〃

101-001 -4011094 -546908 38′  1840〃 26′  2260″ 101-001 101-002 57450 105°

101-002 -4012639 -541375 38′  1790〃 26′  2480″ 101-002 101-003 14223

101-003 -4012432 -539968 38′   1797〃 138°  26′  2536″

施設番号/名称
ポ イ ン ト の 位 置

点 名 X座標 Y座 標 緯 度 経 度

兵舎 1(通信所) 兵 1
-3962785 -550189 35°  38′  3408〃 26′   2128〃

兵合 2(通信所) 兵 2 -3966232 -548195 35°  38′  3296′
′

26′  2208″

兵舎 3(発動機整備工場) 兵 3 -4007709 -540553 35°  38′  1950′
′

138°  26′  2513″

兵舎4(発動機整備工場) 兵 -4 -4010919 -540406 38′   1846″ 138°  26′  2518″

兵舎 5(発動機整備工場) 兵 -5 -4013948 -540259 38′   1748″ 26′  2524″

整備工場 1(自動車整備工場) エ
ー

1
-3972864 -546077 38′  3081″ 26′  2292″

整備工場 2(自動車整備工場) エ ー2 -3973624 -544264 35°  38′  3056′
′

26′   2364″

工場予定地 エ ー3 -4021172 -551091 35°  38′  1513′
′

138°  26イ  2094″

第 9表 横穴壕跡計測座標一覧表 (5)
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第 1節 終戦時横穴壕をめぐる施設配置等の検討

今回の横穴壕の詳細分布調査により、新らたにい

くつかの明瞭な横穴壕の痕跡を確認することができ

た。今後の遺跡の調査研究、また保護保存のために

調査結果を活かしたい。

また、今回の調査では、その過程で地域の方々か

ら数多くの貴重な証言を得ることができた。その結

果、横穴壕だけではなく、その周囲の施設も含め、

ロタコ横穴壕群の当時の施設配置状況について新た

にある程度の検討が可能と/d― った。

そこで、ここでは調査の総括として、地域で得ら

れた証言を軸に今回の分布・測量調査の成果、既出

の山梨県所蔵の資料を柱として、一定の質と量を有

する証言の得られた以下 2つのエリアについて、当

時の施設配置、横穴壕の構築状況等の状況について

その景観の復元検討を試みた。

1.横穴壕群南端部エリア

福王寺から横穴壕群地帯南端までを中心に備敵す

る。

第 16図中段の図面および第 17図のメモは、こ

の付近にお住まいになっている証言者が、既成の住

宅地図に当時の各施設の構築状況を書き込んでくれ

たもので、図版はトレースしたものである。同図を

基に現地をご案内解説いただいたが、施設の位置に

ついても「○○さんの畑のところ」等解説が具体的

であり以下の証言についてもその信頼性は高いもの

と推察される。証言者は昭和 5年生まれ。昭和 19

年 9月 に海軍に召集された。昭和 20年 9月 に終戦

により帰郷すると「自宅周辺にそれまでなかった横

穴壕や半地下式の兵合などができていた」という。

これによればこの付近でのロタコエ事は昭和 19年

9月以降ということになる。

横穴壕については、「まず、福王寺隣の山裾に 3

本開いていた。穴は内部でつながっており、80～

100mく らい奥に続いていたと思 う。穴は進駐軍

が埋めたが、染み出した豊富な湧水がたまり、その

中で泳いで遊んだ」という。今回確認された 70～

72号壕に比定できる。

別の証言で、この壕のうち 71号壕については「20

年 くらいまえに大雨の後、塞がった坑内の水と土砂

が圧力によって噴出して」対応を迫られたという。

71号壕に主軸 と直行する石組みが設けられている

のも戦後のこうした事情によるものだろう。

また、「その南にある長方形の くばみ (造成痕 )

2ヶ所は「ハンチカ」だった。「ハンチカ」は地面

を掘り下げ、コンクリー トの床を打ってその上に屋

根をかけてその上に上を乗せ、草を植えた。飛行機

の工場につかったのではないか。床にコンクリー ト

が打ってあり水が浸透しないので、戦後池にして魚

を飼ったりしたこともあった」という。

今回の調査で兵舎 1・ 2と して分布図にプロット

した施設にあたる。いわゆる半地下式兵合があった

ものと推察される。県配置図にもこの証言どおりの

位置に 2棟プロットされ、「通信所」と付記される。

なお、「本当は、このハンチカのあたりを戦後、道

路にするつもりだったが、崩れるので東側に逃げ、

現在整備された道路となった」という。

さらに、「横穴やハンチカに沿って誘導路が伸び

ていた。誘導路は、(北側の)築山までは続かず、

福王寺の南側で曲がり東に向かっていた。誘導路は

現在の道路ではなくその東側にあり、現在は畑に戻

されている。現在の道路際の果樹をやっている土は、

ほとんど横穴壕工事の発生土。真っ黒い特徴的な土

だった。また、誘導路の幅は 5～ 6mではきかない

くらい広かった。福王寺の南側の曲がり角は特に広

かった」という。

「この 2棟のハンチカの裏から上にあがる道があ

る。その先には、(山裾から穿たれたものとは別に)、

横穴壕が 3本つくられ、自分たちはこの部分を「ニ

ダンボリ」 と呼んでいた。各穴は、50m程奥にま

で掘られていたが、各々の壕は内部で連結されてい

ない。また、この部分は上の畑が陥没によりいまも
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沈んでいる」という。

今回の分布調査でプロットした 75号壕～ 77号

壕に比定できるものと思われるが、75・ 77号壕に

ついては、現状でその陥没の痕跡は明瞭ではない。

しかし、76号壕にいては、図版 7に示す とお り、

上部に顕著な円形陥没を有する。この証言と分布調

査により、この付近では山裾から穿たれた横穴壕と

は別に山腹から穿たれた横穴壕があり、横穴壕群が

立体的な構造になっていたことが明らかとなる。県

位置図でも同様の構造が確認できるが、県位置図に

はこの「ニダンボリ」部分に県図面 12～ 15号壕

の 4基がプロットされ、県平面図に見られる各壕の

長さ 10mと いう記載とあわせ証言とは本数、長さ

に若干の飢齢がある。

なお、この「ニダンボリ」という語については、

まず上の部分を堀り進め、次に壕内を広げるため下

方を掘 り下げて拡張していくといった、鉄道工事や

鉱山などで行われてきた所謂「二段掘り」という掘

削手法ではなく、ここでは単に、横穴壕群が上下 2

群に分かれて構築されているという意味で使用され

ている。

「ニダンボリ」下部の山裾から穿たれる横穴壕群

については、「このあたりの坑道は中でつながって

おり、戦後現在のループ橋の南東あたりに自分の田

んばがあったが、雨の日は、 (ぬれるのがいやなの

で横穴壕を連結する)坑道内を通って南の田んばに

むかった。ハンチカの建築部材、油を塗ったダンポ

ールみたいなやつを切って火をつけて松明がわりに

した。ニダンボリのほうは何も入っていなかったが、

その下の段の壕には「工作機」とか「(飛行機の ?)

羽根」などが持ち込まれていた」という。

別の証言に、横穴壕群の「南端部付近の隧道は、

終戦以前に完成しており、内部は縦横に連結されて

いた。旋盤やボール盤のような作業機械が持ち込ま

れ、「ジュラルミン」を加工する作業がすでに行な

われていた。その際不要になった「ジュラルミンの

機体の切れ端」が外に積んであり、地域の子どもた

ちはそれを拾って遊んだ」というものがある。

36

この部分の横穴壕については、今回の調査におけ

る 73～ 74及び 78～ 101号壕、県位置図 。平面

図の 1～ 11号壕に比定されるものと推察されるが、

県位置図、平面図との本数、構造の饂齢、現況であ

まり明確に横穴壕の痕跡を抽出し得ないことなどか

ら、各々の対応を検証することが難しい。しかしな

がら、証言と資料から、内部がある程度縦横に連結

していたこと、発動機の製造等が既に開始されてい

たことなどが共通事項として抽出できる。

この山裾の横穴壕付近にも「ハンチカが 3か所 く

らいあった。南端のループ橋の橋脚がある平坦部も

ハンチカ (そのうちのひとつ)だった。そこにはた

くさんの飛行機のエンジンが置かれていたのを覚え

ている」という。

今回の調査で、兵舎 3～ 5と プロットした部分に

相当する。県位置図では「発動キ整備工場」 4棟が

プロットされる。今回の証言に示された 3棟の北側

にも造成面があることから、もう 1棟構築されてい

た可育旨l■を指摘できる。また、証言の得られた 3棟

の西側にも、明瞭な横穴壕の痕跡を幾つか見出すこ

とができるので、証言では得られなかった横穴壕が

ここにあった可台留l■が指摘でき、半地下式の工場の

背後に横穴壕が伸びるという構造が復元できるかも

しれない。

これより南では、「ループ橋から逆 (山 の裏側 )

の大和川沿いも工場にするため整地していた。実際

に使われることはなかった」という。分布図では今

回調査対象範囲の南端に工場予定地としてプロット

した場所にあたる。

また、このほかに県配置図にみられる施設として

「自動車工場」がある。これについても明確な証言

が得られた。証言から得られた位置については、分

布図に整備工場 1・ 2と してプロットした。証言に

よれば、「自動車整備工場もつくられていた。長さ

30m、 深さ lm程の清状のコンクリー トの構造物

があり、人が自動車の下にもぐって作業できるよう

になっていた。2か所あったが、1か所は今の道路

の下になってしまった。もう一か所は畑になってお
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り、いまでも掘れば地下に残っているはず」という。

また、このほか「横穴壕の入口には掩体があり、

爆風が直接入らないようになっていた」、「付近には、

大きな「トランス」もあり、電柱が立って電気がき

ていた。電柱は誘導路に沿っていたほか、山中も通

っていた。戦後みんなで電線をもっていってしまっ

た」、「横穴から出てきた土でできた台地の上に木の

骨組みだけ出来た建物が 10～ 15棟ほど立ってい

た。骨組みのみで完成しておらず、戦後解体して持

ち出された。偽装のため、建物以外の場所は草を植

えてあった」といった証言を得ることができた。

以上横穴壕群南端部付近の状況を俯敵してきた。

分布調査、資料、証言において施設の数、規模等に

は若千の鯉齢があるが、まったく矛盾するような事

柄はなく、終戦直後は概ね第 16図中段に示したよ

うな景観が見られたことが、ある程度検証されたと

いえる。ただし、前記のとおり、横穴壕群南端付近

の県配置図が「発動キ整備工場」とする兵舎 3～ 5

の背後にも、証言では得られなかった横穴壕の明瞭

な痕跡が幾つか確認出来るため、より県平面図に近
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い横穴壕配置があったことが推察される。

2.横穴壕群中央部エリア

横穴壕が構築されたエリアのうち中央付近、今回

確認された横穴壕の痕跡のうち概ね 35～ 52号壕

が所在するエリアを俯欧する。このエリアについて

は、戦後の新たな道路建設等による造成により地形

の改変が著しいためか、今回の調査結果と県位置図・

平面図に饂齢が大きく、その照合が殆ど行えないエ

リアといえる。

ここでは、 2人の証言者の証言により作成した図

面とその証言により今回の調査結果と県位置図・平

面図等を補完していきたい。 2人の証言者は、それ

ぞれアジア太平洋戦争中を通し、終戦まで築山地区

で生活されている。

一人目の証言者によるこのエリアの施設配置図を

第 18図上段に掲げた。このエリアの前面には、半

地下式兵舎群が構築されたことが知られるが、横穴

壕の壕日の位置とともに 5棟の兵舎がプロットされ

る。兵合はいずれも半地下式で、土を盛り木の枝な

どをかけて偽装隠蔽し、第 19図にあげたようなイ

韓 えA与 よ入�めェ輯 懇渤み吟
五 塩 慧逮韓 かt/ジ マて鞣ぁ

第 17図 横穴壕群南端部エリア証言者メモ
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第 19図 半地下式兵舎のイメージ

メージであったという。横穴壕の壕口と兵舎をわざ

わざ地籍図にプロットしていることからもわかるよ

うに、その位置については、かなり詳細で信頼性の

高い証言といえる。また、証言を元にした図の範囲

には収まらなかったが、現在の築山営農センターの

近くに浴場が設けられていたとの証言も得られてい

る。

各兵舎の殆どは建設半ばで終戦を迎えたが、掲げ

た図中の一番右側 (=北側)の兵合が終戦間際に完

成したという。ただし完成後本格的に運用されるこ

とはなく、「兵士が一日か二日泊まっただけで終戦

を迎えた」という。また、ここでは「終戦の日の夜

日本兵が大騒ぎする声が聞こえた」というエピソー

ドが残されている。

横穴壕については、いくつか構築されたが「その

内の 3本だけが中でつながり、電気がついて昼間の

ように明るかった」という。また、横穴壕群に沿っ

て設けられた誘導路・作業用道路とは別に兵舎群に

向かう別の誘導路が設けられていたという。

もう 1名の証言者による施設配置図を第 18図中

段に掲げた。このうち、南端から5棟の兵舎および

浴場については、上記証言を用いて加筆したもので

ある①この証言者によれば、このほかにも兵舎 (中

段図一番北の兵合)が 1棟あり、その位置について

は、住所 (地番)で明確にご教示いただいた。

横穴壕については、中段図に掲げたとおりご教

示いただいた。このうち、やはり南側の 3本につい

ては、「長さ 50～ 60mほ どの 3本の隧道が中で連

結しており、その奥にある高さ 13尺、間国 13尺、

奥行き 20～ 30mの大きさの部屋につながってい

た」という。

「戦後 この隧道には航空燃料を入れた ドラム缶

200本 くらいと、10キロ爆弾 (ママ)が残されて

おり、地域住民と残務整理の兵隊で戦後、これを米

軍にわたすため水宮神社の裏に集めた。いよいよ米

軍にこれを渡す日の前夜、そのまま渡すのは偲びな

く、 ドラム缶に穴を開け、その多くは地面に浸み込

ませてしまった」という。なお、『軍需品等集積に

関する調書 (南アルプス市教育委員会 2007所収)』

によればこの横穴壕地帯のあった源地区の戦後残さ

れた軍需品については「陸軍航空本部特設隊 源村

機関砲弾 15,000 百匝爆弾 200」 とみえる。

工事については、「隧道に トロッコを通 して掘削

した。中からは驚くほどの湧水があり、隧道内に水

路を這わせて排出していた」という。現在も図版 4

に見るとおり山裾に沿って隧道掘削時の排土により

盛 り上げられた土砂の痕跡 (ズ リによる高まり)ん｀

いたるところに残されている。

横穴壕群が計画された山裾の地盤は砂礫質で脆

く、よく崩れたといわれる。この証言者によれば、

実際に掘削中「大きな石が落ちてきて亡 くなった朝

鮮人労働者もあり、その現場で朝鮮半島式の葬儀が

550 0cm

6 7cm

3 0cm

6 0cm
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第 20図 横穴壕掘削に使用された トロッコのレール



行なわれたのを記憶している」という。

横穴壕は、「これを支えるため一抱えもあるよう

な太い松の丸太で鳥居を作 り、それを lmごとに設

置し、その間に矢板を左右天丼共に施し崩落を防い

だ。終戦後、木材が貴重な時代、ここで用いられた

木材は、空襲で焼けた甲府の住宅需要に対応するた

め持ち出されたほか、近世から瓦の産地であった加

賀美 (現在の南アルプス市加賀美)の瓦窯の燃料と

して持ち出されたり、戦後もこの地に留まった朝鮮

人労働者が生活のために造った「ドブロク」の製造

のための燃料として持ち出されたりした。隧道の奥

から、順序良く解体してくればよかったが、多くは

入口から無秩序に持ち出されたため、このような崩

れやすい土にあけられた躍道は次々と崩落し、一部

中に空洞を残して結果全ての隧道が戦後間もなく閉

口した」という。

また、この証言者も、第 18図に示 したとお り、

横穴壕群に沿って設けられた誘導路・作業用道路と

は別に兵舎群に向かう別の誘導路の存在を記憶しお

り、この位置についても住所 (地番)で正確にご教

示いただいた。この道路の幅員は 4m程であったと

いう。

なお、この周辺を歩けば、当時使用された トロ

ッコのレールが様々なものに転用されたり、放置さ

れているのを見ることができる (図版 4な ど)。 こ

の内 1点を現地でコンベックスを用いて実測し、第

20図に計測値とともに掲げた。

以上横穴壕群中央部付近の状況を俯敵してきた。

このエリアについては、前記載のとおり、戦後の新

たな道路建設等による造成により地形の改変が著し

いためか、証言、県位置図・平面図との照合が殆ど

困難な状況といえる。県平面図では、上の二人の証

言者に特徴的な、内部でつながる3本の壕がどれで

あるかまったく比定できない。終戦から図面作成ま

でのタイムラグによるものであろうか。

しかしながら、土地の筆単位で記憶された諸施設

の位置の証言を複数補完することによって、終戦直

後の概ねの景観を復元することができたといえる。

また、県配置図には幾つかの兵合や浴場がプロット

され、概ね証言と同様の施設配置が描かれることが

わかる。県配置図によれば、ここには兵舎のほか、

「戦斗指揮 (ブ ?)」 、「医ム室」、「本部」などが置か

れる (予定だった?)よ うである。

なおこのエリアにおいては、上記証言から、今回

詳細な測量調査を実施した 50～ 52号壕あたりに、

ロタコの横穴壕群のなかでも大規模な壕が存在した

可能性が高いことがわかった。今後の調査の際に留

意したい。

第 2節 調査の収東と今後の課題

戦争遺跡「ロタコ (御勅使河原飛行場跡)」 にお

ける横穴壕群の顕著な特徴としてまず上げられるの

が、それを構成する壕すべてが崩壊・消滅してしま

っているという点にある。

それゆえ、60余年前、延長 2,7kmも の山肌に

数多 くの人々が動員されて穿たれたにもかかわら

ず、これまでは比較的顕著な地形の陥没の痕跡が幾

つか知られていたのみで、その全容はほとんど確認

されていなかったといってよい。

調査は樹木の生茂る見通しの悪い山林を踏査し、

下草に埋もれた地面の迅伏を探しあるくものとなっ

た。したがって、このような遺存状態、環境にある

遺構であるので、調査の成果についても、横穴壕で

あったかどうかについては、その蓋然性を提示した

に留まり、その確度については多くのグレーゾーン

の遺構 (確度やや確実または不確実とした壕)をの

こしてしまった。今後も前節で行ったような、証言

や史料による補完を行い確度をあげる努力が行われ

なければならない。

しかしながら、今回の調査において、そのスター

トラインとして遺構を悉皆的に把握できたことは一

定の成果といえる。調査対象範囲 55haの現状はほ

とんどが山林であり、その山林のほとんどは、いま

だに地籍調査も行われておらず、調査の基準点も乏

しかったので今回は携帯型GPSレ シーバーによる

位置の把握を試みた。生茂る樹木等の影響もあり、

精度の上で若干の懸念がないではないが、mm単位
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とはいわないまでも、m単位の精度でその位置を記

録することは出来たと考えている。

平成 17年度から開始 したロタコに関する基礎的

な調査は、今年度で 4年 目を向かえ、大規模なフィ

ール ドワークは一区切 りを迎えることとなる。

今後は、これまでどおり基礎資料の整備や聴き取

り調査を継続しつつ、これまで大幅に立ち遅れてい

る史料調査、歴史学的アプローチを充実させ、地域

社会におけるロタコ、ひいてはアジア太平洋戦争と

いう大きな事象のなかにロタコの存在を位置づけて

いくことが求められる。

ロタコの遺跡の保存と活用については、掩体壕跡

の文化財指定や、これまでの調査成果を踏まえ新た

/1-局面を迎えつつあるが、今後戦争遺跡としてのロ

タコを遺 し、活かしていくためには何よりもまず、

史跡の保護及びその活用に対する、地域に暮らす市

民の皆様の広汎な層からのニーズが求められる。今

後とも、地域の文化財として、なによりも周知の埋

蔵文化財包蔵地として違和感なく受け入れられるよ

うな周知活動、教育普及活動を継続していきたい。

/d― お、ロタコの建設工事には、少なくとも釜無川

(富士川)西岸地域一円から毎日 3000人の住民が動

員されたといわれており、まさに地域住民を総動員

しての大土木工事であったことが知られ、最も危険

の伴う地下壕の掘削にはいわゆる朝鮮人労働者が従

事している。戦前の山梨県における朝鮮人労働者に

ついては、鉄道をはじめ、社会インフラのあらゆると

ころにその足跡をみることが出来る (松本 2002)。

今後基礎的な理解を進めるとともに各分野におい

て、本遺跡が「南アルプス市にとって」、「山梨県にと

って」、という以上の意味を持つように、今後とも

遺跡の価値付けを高めていくことが求められる。

有泉貞夫  2006「 “終戦"間近かの記憶」『山梨県史だより』31号

金  浩  2002「第 1章現地調査の記録 (山梨県)」 『朝鮮人強制連行調査の記録』柏書房

久保井規夫 1995『地下軍需工場と朝鮮人強制連行 隠された戦史 1』 明石書店
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プス市埋蔵文化財調査報告書』第 13集
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図 版

7号壕下から 7号壕中段から下

10号壕下から

16号壕下から

17号壕円形陥没 (案内して頂いた市川さんと)



図 版

20号壕上部円形陥没 21号壕上部円形陥没

23号壕下から 23号壕中段から下方

26号壕下から

26号壕上部



図 版

27号壕下から

38号壕中段から上

40号壕上部円形陥没



図 版 4

トロッコによる排土 (ズ リ)による高まり

付近に残された トロッコのレール



46号壕上から

50号壕上から 50号壕中段から上

51号壕下から 52号壕下から

52号壕上から 52号壕中段から下



図 版

57号壕道路陥没跡 52号壕中段から上

53号壕上から

63号壕下から



版図

64号壕下から 64号壕上から

71号壕上から

71号壕南から 71号壕北から

75号壕下から



図 版

76号壕上から 76号壕下から

77号壕上から

77号壕下から

79号壕上から

81号壕上から 89号壕上部円形陥没



図 版

89号壕中段上から

90号壕上部円形陥没 90号壕上から

91号壕中段円形陥没 91号壕上から

92号壕中段から上



図 版 10

93・ 94号壕下端部と造成面 93号壕下から

94号壕下から

自動車整備工場跡

95号壕下から

,■

自動車整備工場跡
こ飴

横穴壕案内状況 (案内して頂いた清水さんと)



図 版 11

半地下兵舎跡案内状況 半地下兵舎跡

と    |、   ~!・ f′
       ‐・ :

半地下兵舎跡 (中央の切土平坦面)

「ニダンボリ」上段に続く道
半地下兵舎跡 (橋脚下の平坦面)

横穴壕地帯南端より北を臨む
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所 収 遺 跡 ロタコ (御勅使河原飛行場跡)

ふ り が な やまなしけんみ/d― みあるポすしつくやま 。いいのちない
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特 記 事 項 アジア太平洋戦争末期に構築された秘匿飛行場に関連する横穴壕群の詳細分布調査。






